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増築・改修：構造概要書・特記仕様書

特記仕様書

1. 構造設計概要

(1) 建　物　概　要

建築場所

建築用途

軒　　高

工事名称

建築面積 ㎡ 延床面積 ㎡

ＧＬ＋ ｍ 増築予定

屋根材料
RC

RC

ALC

（押えコン無）

鉄板（押えコン有）

RC ALC

（押えコン無）

鉄板（押えコン有）

PC

ガラスカーテンウォール

ガラスカーテンウォールスレート

スレート

外壁材料

有 無

SRCRC S地下　　階

SRCRC S塔屋　　階

SRCRC S地上　　階

SRCRC S地上　　階

Ｘ方向

架構形式及び計算ルート

，ルートラ－メン構造 トラス構造

ブレ－ス付き耐力壁付き

(2)

Ｙ方向 ，ルートラ－メン構造 トラス構造

ブレ－ス付き耐力壁付き

1. 共　通　事　項

(1) 図面および本特記仕様書に記載されていない事項は、すべて下記の日本

建築学会発行の図書による。

建築工事標準仕様書・同解説･ JASS-1 一般共通事項

〃･ JASS-4 地盤および基礎スラブ工事

〃･ JASS-5 鉄筋コンクリート工事

･ 〃 JASS-6 鉄骨工事

･ 鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

･ 鉄骨工事技術指針

･ 場所打ちコンクリート杭のコンクリートに関する施工指針・同解説

･

･

(2)

(3) 設計図書優先順位は次の通りとする。

1 . 質疑回答書

設計図2 .

日本建築学会各工事標準仕様書及び施工指針3 .

2. 地　業　工　事

砂利、割ぐり、捨てコンクリート地業(1)(1)

（単位　）㎜

基　礎　下

基礎ばり下

基礎スラブ下

基礎小ばり下

敷　砂　利捨てコンクリート 割　ぐ　り

土間コンクリート下

50

50

50

50

50

50

50 100

使用箇所

基礎形式(2)

独立基礎 布基礎 べた基礎

直接基礎・許容地耐力

㎡･ 許容地耐力 長期

㎡短期

支持層･

･ 基礎深さ mGL-   

基礎の種類①

くい基礎・許容支持力

① くいの種類

PC （ A B C種 種 種）ぐい

（ A B種 種 C 種）PHC ぐい

鋼管ぐい 摩擦ぐい

既製ぐい

㎜

形状・寸法

長　期

)本
先端形状

くい径 くい先端深さ 箇所数

継　手

mGL-

mGL-

m

mGL-

ジェット工法セメントミルク工法 中堀り工法

圧入工法プレボーリング打撃工法打撃工法

工法の種類

GL-

形状．寸法．継手箇所数．許容支持力．先端形状

開放形

閉鎖形

開放形

閉鎖形

開放形

閉鎖形

開放形

閉鎖形

短　期

許容支持力

アーク溶接

くいの継手

鋼ぐいの材質

SS400STK400

ベノトぐい

深礎ぐい

BH ぐい

拡底アースドリルぐい

アースドリルぐい リバースぐい

長　期

)本

形状．寸法．許容支持力

m

m

m

GL-

GL-

GL-

くい先端深さ

形状・寸法

㎜

GL-

軸径 拡底径( )

( )

( )

( )

( ) m

コンクリートの品質

所要スランプ

水セメント比の最大値

単位セメント量の最小値

設計基準強度

鉄筋の種類

種　　類

主　　筋

フープ筋

FC=350

SD345

SD295A

55 %

FC= ㎏/

%

15 ㎝ ㎝

普通コンクリート

3ｍ㎏/
3ｍ

場所打ちコンクリートぐい

拡底リバースぐい

短　期

許容支持力
備　　考

試験(3)

載荷試験

試験箇所数　　　　箇所　くい打ち試験

試験ぐい

くい載荷試験

設置後の放置期間

最大荷重

試験箇所数　　　　箇所　

確認耐力

ton

日

平板載荷試験

専用試験ぐい本設ぐい

要 否

註）上記の試験方法および報告書は土質工学会基準による事。

ton

コンクリート工事3.

(1) コンクリートの種別

の種類

コンクリート

% ㎏/
3ｍ

普通コンクリート

設計基準

強度 Fc

18

18

18

18

スランプ

所要

㎝

コンクリートの材料

セメント 普通ポルトランドセメント

単位セメント水セメント比

量の最小値の最大値

砂利・砕石混合 砂利粗骨材

混和材料 AE （ 標準形 遅延形 促進形）

普通

普通

普通

15

18

砕石

使用箇所

土間コンクリート

捨てコンクリート

防水押え
コンクリート

減水剤

流動化剤

軽量コンクリート

の種類

コンクリート
設計基準

強度 Fc
㎝

所要

スランプ
㎏

量の最小値

%
の最大値

水セメント比所要気乾単位

体積重量

単位セメント

コンクリートの材料

セメント 普通ポルトランドセメント

300
320

300
320

300
320

/
3ｍ/

3ｍton

混和材料 AE （ 標準形 遅延形 促進形）

種1
65

65

65

18

18

18

使用箇所

防水押え
コンクリート

減水剤

流動化剤

については、原則として塩化物量は 以下
3

㎏／ｍ （塩ンクリート 0.3

鉄筋コンクリート造などの構造耐力上主要な部分に用いられるコ

コンクリート中の含まれる塩化物の含有量の基準(2)

150

150

150

150

150

50

50

50

50

特記仕様は 印のついたものを適用する。

FC18

FC18

FC21

FC18

(KN/

FC21 FC24

KN

KN

(KN/

270

270

270

270

270

270

65

65

65

65

65

65

素イオン換算）とする。

寒中コンクリート マスコンクリート

その他(3)

暑中コンクリート

コンクリートに使用するセメントは、密度、比表面積、凝結(始発時間及び終結時間)、

安定性、圧縮強さ及び水和熱の基準値及び組成が定められたものであること。ただし、

水和熱にあっては、コンクリートの材料特性値に影響しない場合においては、この限り

でない。

一　密度、凝結、安定性及び圧縮強さの測定は、JIS　R五二〇一(セメントの物理試験

方法)―一九九七、水和熱の測定は、JIS　R五二〇三(セメントの水和熱測定方法(溶解

熱方法))―一九九五、組成の測定は、JIS　R五二〇二(ポルトランドセメントの化学分

析方法)―一九九九によること。

コンクリートの強度は、設計基準強度との関係において次の第一号又は第二号に適合

するものでなければならない。ただし、特別な調査又は研究の結果に基づき構造耐力

上支障がないと認められる場合は、この限りでない。

一   コンクリートの圧縮強度試験に用いる供試体で現場水中養生又はこれに類する養

生を行つたものについて強度試験を行つた場合に、材齢が二十八日の供試体の圧縮強度

の平均値が設計基準強度の数値以上であること。

二   コンクリートから切り取つたコア供試体又はこれに類する強度に関する特性を有

する供試体について強度試験を行つた場合に、材齢が二十八日の供試体の圧縮強度の平

均値が設計基準強度の数値に十分の七を乗じた数値以上であり、かつ、材齢が九十一日

の供試体の圧縮強度の平均値が設計基準強度の数値以上であること。

構造概要書 特記仕様書
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２

増築・改修：特記仕様書

4. 鉄　筋　工　事

鉄筋の種別及び継手工法(1)

使用箇所 継手工法

重ね継手

ガス圧接

鉄筋径

（呼び名）
材質

重ね継手

ガス圧接

重ね継手

ガス圧接

重ね継手

ガス圧接

SD295A

SD345

SD295A

SD345

SD295A

SD345

SD295A

SD345

鉄筋は 規格品とする事。JIS G 3112

16

19 29

10D　  ～D

D  　～D

D　  ～D

D 　 ～D

(2)

使用箇所
（呼び名）

網目形状

備考
鉄筋径

　ヨコピッチ

溶接金網

(3) ガス圧接及び圧接工

タテピッチ×

ガス圧接は、日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による事。

ガス圧接工は、 による２種有資格者以上による事。JIS Z 3881

(4) 鉄筋継手の試験

ガス圧接継手試験

外観検査 （検査率　　％）100

破壊検査 （　引張試験　　　　曲げ試験）

非破壊検査 （検査率　　％）

アーク溶接継手試験 （検査率　　％）

特殊継手試験 （検査率　　％）

5. 鉄　骨　工　事

(1) 鋼材の種別 JIS 

備考種類

形鋼 鋼板.

デッキプレート

規格品とする事。鋼材は全て

（）内記号は、従来の記号を示す。

材質

SDP1T

SS400
(SS41)

使用箇所

形鋼

形鋼 鋼板

鋼板

.

.

鋼管

鋼管

角形鋼管

角形鋼管

STK400
(STK41)

STK490
(STK50)

STKR400
(STKR41)

STKR490
(STKR50)

軽量形網
SSC400
(SSC41)

角形鋼管BCR295

角形鋼管BCP235

角形鋼管BCP325

SN400

SN490 [C]

[C]

による事。

(2) 高力ボルト接合

高力ボルト接合は、日本建築学会発行「高力ボルト接合設計施工指針」

すべり係数は 以上とする事。μ＝ 0.45

備考

高力ボルト

特殊高力ボルト

（トルシア型）

形　　状

Ⅱ

2 A種

JIS  09

JIS B 1186

使用ボルト径

（呼び名）

機械的性質による等級

座　金ボルト ナット

S10T

F10 F35

F10T

中ボルト

JIS B 1180.1181.1251.1256

（ 4T

φ（　　 ） φ（　　 ）H= H=・頭付きスタッド

アンカーボルト

規格品とする事JIS B 1198

（ SS400 ）

(3) その他の材料

鉄筋ブレース

規格品とする事

（

（ SR235 ）

建築用ターンバックル

建築用ターンバックル胴

建築用ターンバックルボルト

JIS A 5540.5541.5542

M19

JIS G 3112

規格品とする事

規格品とする事

平座金 ）

）

鉄骨加工業者は、建築省告示第

(4)

工事監理者の承認を得る事。

以上・

号の認定 M（全構連認定

H

1103 グレード

グレード）による加工業者とする事。

鉄骨製作

鉄骨加工業者は、鉄骨製作に先立って「工場製作要領書」を提出し、

ABR400

突き合わせ溶接部は原則として超音波探傷試験を行う事とし、

溶接(5)

・同解説」による。

溶接は、日本建築学会発行「溶接工作規準・同解説 による事。

検査基準は、日本建築学会発行「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準

」・Ⅰ～Ⅸ

による受入れ検査とする。

検査方法

工場溶接部 による抜き取り検査JIS Z 9015

％以上）とする。30（突き合わせ溶接部の

全数検査

工事現場溶接部 全数検査

第三者検査

・

音波探傷に支障をきたす範囲

・

・

・

① さび止め塗装をしない部分

現場溶接を行う箇所および隣接する両側それぞれ 100

コンクリートに埋め込まれる部分および接触する部分

高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

㎜以内、かつ超

密閉となる内面

(6) さび止め塗装

・

種（

種（ 1

1 種）

種）2

2

JIS K 5621

JIS K 5622

（シアナミド鉛さび止めペイント）

（鉛丹さび止めペイント）

（一般用び止めペイント）

②

③

1 種 B

素地調整

さび止め塗装

種2 （動力工具主体・手工具併用さび落し）（ブラスト処理）

打ち込み杭の施工

　所定の根入れ深さや打ち止め条件に達するまでに、打撃力によって杭体に損

傷を生じないように、地盤条件・杭種に応じて、適当な大きさのハンマーを選

定し、打撃応力の検討とシューの形状を吟味する事。

　打ち込み杭の根入れ深さや打ち止め条件は、地盤調査の結果及び杭打ち試験

の結果から決める事。

として、打ち止め条件を設定する。

埋め込み杭の施工

　所定の根入れ深さや埋め込み条件に達するまで掘削しセメントミルク等を注

入して固結させ先端支持力を確保する事。

　埋め込み杭の場合は、支持層への根入れ深さを杭径以上とする事。

　埋め込み杭の根入れ深さや打ち止め条件は、地盤調査の結果及び杭打ち試験

の結果から決める事。

　杭打ち試験を行い、支持層に確実に達した時のボーリングの地層(サンプリン

グ)を参考として、打ち止め条件を設定する。

　大臣認定工法の場合は、認定内容に沿った施工計画により施工管理を行う。

　杭打ち試験を行い、支持層に確実に達した時の貫入量やリバウンド量を参考

場所打ちコンクリート杭の施工

支持層の緩みが生じないよう十分に考慮し、孔底スライムの除去対策を講じる。

　孔壁の崩壊・ボイリングならびに掘削機械引き上げ時の吸引減少などによる

　杭の断面積は、全長に渡って各部分の設計断面積以下であってはならない。

　支持杭として使用する場合には、底部は支持層に確実に到達させ、１ｍ以上

支持層中に貫入させる。

　大臣認定工法の場合は、認定内容に沿った施工計画により施工管理を行う。

7. 構造設計図書となる建築設備　【特記仕様書】

建築設備の構造安全性などに関する規定（建築基準法施行令第１２９条の２の４の規定）

に関して建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造

方法による。

構造方法

○　建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の

　　おそれがないものとすること。

○　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

　　建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、

　　緊結すること

○　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コン

　　クリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90 ㎝以下とすること

○　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5 ㎝以上とした

　　鉄筋コンクリート造又は厚さが25 ㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若し

　　くはコンクリートブロック造とすること

○　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その

　　他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること

○　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、建築物の部分を貫通して配管する場

　　合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための

　　措置を講ずること

○　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、管の伸縮その他の変形により当該管

　　に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な

　　損傷防止のための措置を講ずること

○　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、管を支持し、又は固定する場合にお

　　いては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和の

　　ための措置を講ずること

○　法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他

　　これらに類するものにあっては、建設省告示第1389 号により、風圧並びに地震その他

　　の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること

○　給湯設備の地震等に対して安全上支障のない構造として、国交省告示第１４４７号の

　　第五の規準を満足すること。

●

●

●

●

●

●

6.

コンクリートの養生

施工計画

　コンクリート打込み中及び打込み後五日間は、コンクリートの温度が二度を

下らないようにし、かつ、乾燥、震動等によつてコンクリートの凝結及び硬化

が妨げられないように養生しなければならない。ただし、コンクリートの凝結

及び硬化を促進するための特別の措置を講ずる場合においては、この限りでな

い。 

※建築基準法施行令74条、告示1102号の規定に従う

④

（ 回工場

さび止め塗装は、日本建築学会発行「建築工事標準仕様書・同解説

塗装工事」による事。

塗装回数

2

JASS 18

工場 回 現場1 回 ）1

回1

・回2

(7) 耐火被覆の材料

溶融亜鉛メッキ(Z12)

JIS K 5625

JIS K 5674

特記仕様書

●

●

●

●

●

●

● ●

HOOP・STP・土間コンクリート

基礎柱・基礎梁主筋

デッキプレート ６φ 150 × 150

●

●

●

●

梁・他

開口補強・他

柱

胴縁・他

●

● ● M16

●

●

●

●

●

●ダイアフラム

● ●

●

●

２

３

５

３

５

８

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

支　柱せき板

スラブ下

８５％ １００％

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

種類

位
セ
メ
ン
ト

の
種
類

置
期
間 平

均
気
温

コンクリ－トの

圧縮強度

材料　　合板厚　１２ｍ／ｍを標準とする。

型枠存置期間

注）１

注）２ 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。

盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

支柱の盛りかえは、小はりが終わってから、スラブを行う。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）３

注）４

注）５

注）６

梁　下スラブ下、梁下基礎、梁側、柱、壁

設計規準強度の
５Ｎ／mm

2

コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
材
令

( 日)

15 °C 以上

5 C゚ ～15 °C

5 C゚ 未満

の

存

部

　支柱を取り外した後に取り外す

片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監督員の指示による。

上表以外のセメントを使用する場合は工事監督員の指示による。

型　枠

　Ｓ２４

令和　７ ２

【
発

電
所

】

【発電所】

胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　
増

築
・
改
修

：
特
記
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書
　
･



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

増
築
・

改
修
：

３

増築・改修：鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

＠：間隔　ｒ：半径　　Ｃ：中心線　　　：部材間の内法距離　ｈ：部材間の内法高さ

ｄ：異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ：部材の成　　Ｒ：直径

　：あばら筋　　　　　：帯筋　　　　　：補助帯筋　　φ：直径又は丸鋼S.HOOPHOOPST

Ｌ 00

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。(1)

１．一般事項

(2) 記号

図

折曲げ角度

余
長

折曲け゛角度９０゜はスラブ筋・壁筋
の末端部またはスラブと同時に打ち込
むＴ形およびＬ形梁のキャップタイに

d

余
長

以上

以
上

8
d

のみ用いる。
キャップタイ

※片持スラブ上端筋の先端

鉄筋の余長 4d

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、

ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９以上は、４ｄ以上

d d

R R R

180ﾟ 135ﾟ 90ﾟ

d

d

R

d

R

図 による呼称
鉄筋の使用箇所

鉄筋の種類

あばら筋

スパイラル筋

帯　　筋

上記以外の鉄筋

鉄筋の径による 鉄筋の折り曲げ
内のり寸法(R)

SR295B. SD345

SR235. SD295A

SR295B. SD345

区分

SR235. SD295A

以上

以上

以上

4d

8d

6d

3d

以上

D16
16φ

以下

D16

φ
以下

D16
16φ

以下

19

28φ

~

~

19φ

D19~D25

D29~D38

φ32

φ25

SR235

SD345

SD295A

クリートの設計

基準強度の範囲

（㎏／㎝）

210  225  240

150  180

150  180

定着の長さ普通、軽量コン

210  225  240

2

下ば筋

スラブ

特別の定着及び

(L )

重ね継手の長さ

1

35d フックつき
45d または

フックつき
40d
30d

または

35d フックつき

フックつき45d

(L )2

または35d

35d フックつき

フックつき45d

一般

フックつき25d

フックつき
40d
30d

または

小　梁

フックつき25d

または
フックつき

15 ㎝フックつき

10d かつ
15

25d

(L )3鉄筋の種類

SD295A
㎝以上15d

１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

４．　 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならないD29

５．鉄筋径の差が７㎜を超える場合は、圧接としてはならない

3

θ

θ>80ﾟ

㎜以下

d d

圧接面

d 4d以上1.

1.2d以上

圧接面

d

圧接面

d/5以下

以下d/4

ガス圧接の形状

a≧400 1.5L1

圧接継手 重ね継手

以上 5L10.約

（下図のいずれかとする）

が部分的に減少する箇所についても

最少かぶり厚さ設計かぶり厚さ

（㎜）（㎜）
部　　　　位

土に接しない部分

土に接する部分

屋根スラブ
床スラブ
非耐力壁

柱
は　り

屋　　外

屋　　内

耐力壁

擁　　　　　壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基　礎　　・　　擁　壁

屋　　内

屋　　外

50

50

50

(3)

30 30(20)

40

40(1)

40

40

30(20)

60(4)

(4)

40 (30)

30

(2) (1)

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり厚さ

70

注）

(5)（　）内は仕上げがある場合。
改定により標準かぶり厚さは１０㎜増し。

最少かぶり厚さを確保する。

L1 L1

かぶり厚さ

余長

かぶり厚さ （単位：㎜）

継　手

(4)

(3) 鉄筋の定着および重ね継手の長さ

(2) 鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度 90ﾟ 以下

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

(1)

(2)

(3)

(4)

耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて
３０㎜とすることができる。
耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて
４０㎜とすることができる。
コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認
を受けて４０㎜とすることができる。
軽量コンクリートの場合は、１０㎜増しの値とする。

２．鉄筋加工、かぶり

d0 d0 dd

鉄筋のあき(5)

(6) 鉄筋のフック

ａ：丸鋼　ｂ：あばら筋　ｃ：煙突の鉄筋

ｄ：柱・梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ：単純梁の下端筋

ｆ：その他、本配筋標準に記載する箇所

異形鉄筋

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値　　以上

粗骨材の最大寸法の　　倍以上かつ　以上 末端にはフックが必要

間隔

丸　鋼

あきあき

間隔

柱

梁

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。）

図の　印の鉄筋の重ね継手の

L
2

(2) 現場打ちコンクリート杭

8
00
~
1
00
0

以
上

1
0
0

200以上 φ

斫り部分

4
0
d

杭
主
筋

杭間隔は　　　かつ　　　　以上

重
ね
継

手
4
5
d

CL

杭　径

補強筋

HOOP

300 φ 350, φ

6-D13

400 φ

8-D13

D10-@150

10-D13

φ450 500 φ

8-D16

600 φ
φ

補強筋
H00P@150

5
0

基礎下端

コンクリート止め板φ

15
0

φ
1
.
5 150

φ

H00P@150

3-D16

基礎下端

45ﾟ

の場合は工事監理者の指示による＞φ

≦φの場合但し

所定より低く止まった場合所定の位置に止まった場合

杭頭処理

(1)

L
2

ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行なう

筋の継手は片側溶接

φ

（各4ケ所）

フラットバー
スペーサー

10d又は重ね継手
HOOP

主筋のかぶりは
100 以上とする

３．杭 （地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

D1

（両側） （片側）

かぶり厚さ

(2) 杭基礎

フック付

ベース筋

a=D +2d1 の範囲

b の範囲

主筋間隔は　　以下

300
主筋間隔の　　倍かつ
　　以下

捨フープ

45ﾟ d D

bab

斜め筋

以
上

直接基礎(1)

余長

フック無し

以
上

2
0
d

2
0
d

20d20d

CL

CL

４．基　礎

べた基礎(3)

1
5
d

≧

(4) 基礎接合の補強

1

※※

※
※

※

45ﾟ~60ﾟ

L
1

1L

L2

L2

3-
D
1
3

※

1W

1W

梁
幅

500＜

H

o
r
L
3

2
L

a

以上2-D16

ハンチを付けた場合（ａ≧　）

耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう
但し上筋と下筋を読みかえる。
①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする
②の鉄筋は　　以上
埋戻し土のある場合は　を　とする

1.

2.
3.
4.

L
2

300

②

①

配筋は同厚の壁リストにならう
の三角壁厚さは、　　以上又は地中梁幅とし、200

は※印筋は不用とする≦500

※印筋は とするD10-@200

40
70

L

15d 15d

20d 20d

15d 15d

下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

(3) 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

地
中
梁

以
上

以
上

D

(4) 水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 (5) せいの高い梁のあばら筋

加工要領図ハンチ梁幅ハンチ

2
-
D

※
｛

※｛

ハ
ン

チ
梁

　
幅

2-D
6~8

1

（半固定として行政指導されることもあるので留意すること）

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる
の拡大図ｲ

ｲ

D

L

上端筋継手範囲

L

L1

(2) 布基礎、べた基礎の場合 （定着、継手）

L L

ジベル）による、おさまりに注意する

※上端主筋の定着は、やむを得ない
場合、上向きとすることができる

L

以上150

以上

主筋

主筋

L1

8d

8
d

HOOP 2
D

4
0d

2-D13HOOP 以上
125

2-D13 以上

30~50

を越える場合

（継手範囲）

※

※

※

L

L

内端部外端部

内端部外端部

P 下端

ベース下の施工を慎重にするる

地中梁の主筋、スタッドボルト（スダッド

D

D:1500

H
OO
P

@
15
0

地中梁上端筋

地中梁下端筋

@
1
00

HO
O
P

か
つ

B.LP 下端

※

鉄骨柱

鉄骨柱

o
o/2

o
o/2

o/4

o/4

o/4

o/4

125

以上

L
1

LB.

５．地中梁

(1) 独立基礎、杭基礎の場合 （定着、継手）

(4) 斜め柱・斜め梁

(1) 柱主筋の継手 (2) 柱主筋の定着

圧接継手

h
o
/4

ho
/
4

ho
/
2

h
o

重ね継手

1
00
0

h
o
/4

ho
/
4

ho
/
2

標
準

a

a

a

4d

a

φ6 -@1000

4d

a

a

-@10006

a=1.5x（呼び名の数値）

又は同サイズ２本
帯筋より１サイズ太く

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

　　　主筋の位置をさける

注３．フックおよび継手の位置は、

D

帯　　筋(3)

1P

継手の好ましい位置

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

以下

　　　交互とする

2-D13

@1001.5D注　　　　の範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし　　以下とする

(6) 二段筋の保持(5) 絞り

1.

2.

150

150

φ

e D/6 e D/6

e

D

L
2

L
1

e

L

L
2

ho
/
2
+
15
d

h
o
/
2+
1
5
d

4
0
0
以
上

h
o

h
o

計応力に対して必要な定着長さ
が不足する箇所に付ける

40
0
以

上

L

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄

6d

6d

135ﾟ

4d

型

型

型

ｲ Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）

5d以上

10d以上

15d

L

とする
末端部の添巻は
Lは中間部

5d
2d2d

は片面溶接
両面溶接

L

ﾛ ﾊ

1

30 ㎝以上とする

1

P
P

P
P

L

1

1

15d

6d

4
0
0

1
0
0

1
0
0

1
. 5
D

L

L2

L

1
.5
D

柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 柱幅と斜材幅が異る 柱脚で斜材となる

の鉄筋は　　　かつ、２本の一段太い鉄筋とする注　　①

D

梁

柱柱

柱

D

D D

8
d

6d

12d

12d

150L1 以上

12d

筋並びにはりのせいが小さく設

以下

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

P1
〃

〃

L

L

L

≦ ＞

6d

6d

第１帯筋

設

第１帯筋

計
ピ
ッ
チ
以
下

６．柱

30～50

1.25 25

1.5d

40d

1.5

200

以上3-D13

4d

@3000

3

D13
40 70

かつ50d 以上300
巻以上51.

5d以上
10d

以上かつ50dはL

D

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

へりあき

φ+1000φ2x

H≦1000 H

(1)

L1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

6d 8 d以上（※　　　以上）4d 以上（※　　　以上）4d

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

7-D22

　Ｓ２４
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

増
築
・

改
修
：

増築・改修：鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

４

L

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

(1) 定着

a

C 片持梁の定着

大梁

最上階

一般階

b 小梁の定着

正　面

正

面

平　面

15d

20d

L

折曲げ起点は中心線をこえる
ことを原則とする

（梁主筋を折り曲げるとき）
つりあげ筋

L L

L

L

L

LC

15d 15d
斜めでもよい

連続端

25d /6

20d 20d

/4

B

最終端

下向きでもよい
斜めでもよい

2/
B

2/
B

L

L

215d

25d

0

0

0 0

先端 端部

L 1

LC

0

D

1
50

柱幅が大きい場合

以
上

※

フック付

柱幅

LC

に必ず入れること。

補強あばら筋は小梁主筋側

θ=45ﾟ

あばら筋
を入れる

L 1

片
持
梁

筋
折

り
下

げ

平面

/40

7. 大梁、小梁、片持梁

標準図 (1)の による。2-(3)

鉄筋コンクリ－ト構造配筋L=(2)

大梁主筋の継手(2)

LC

/4

0

0 /40/20

しい位置

は継手の好ま

(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置

第一あばら筋は柱面より配筋する

つり上げ筋

印は幅止め筋 つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い
鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

SRCの場合

8
d

6d

1
8
04
d °
曲

げ

(4) あばら筋の型

のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で b 、

両側床版付（Ｔ型）梁で C 又は とすることができる。

(ﾛ) フックの位置は

b

a にあっては交互、 b にあってはスラブ側とする。

(ｲ) 原則として a

dCba 6d

8d 8
d

6d

6d

4
d

6d e

(5) 幅止め筋の本数、加工

段2

) 1 段

)

)@300以内

以内で割り付ける

不要600＜D

≦ D ＜

≦ D

900

1200

600

)@1000

D≦ ＜

1200

900

幅止め筋

腹筋
φ2-D10(9

φ4-D10(9

φD10(9

φD10(9

4
d

4d

D

幅止め筋

腹筋

床板

(1) 定着および継手 一般床スラブb

a

短辺・長辺方向

長辺方向

短辺方向
上端筋

下端筋

片持床スラブ

継手位置は原則として下表による。

8.

75~100

25d
バ－サポ－ト

60L2

標準継手位置

A

B

B

C

C A C

C A C

A AB

X/4/4X

X

Y

X/
4

/4X

以
上

肩筋D13 以上

15dD13

10
d 150 以上かつ10d

15d

L 2

屋根スラブの補強(2)

※ 3-D13 又はスラブ主筋の同一

径で =1,500 とし、上端筋の下に配筋する

補強筋は各

※の個所（入隅）は各階補強する

a

b

(3) 片持ちスラブ出隅部補強

上端筋

≦1200

4-D13( ＜900)

5-D13( 900 ≦≦ 1200)

＜1200 ≦1500

上端筋

上筋

下筋

5-D13 かつ

上筋径以上

下端筋

5-D13 かつ

鉄筋長は上筋の 以上1/2

/2

L1

/2

L1

(4) 床板開口部の補強 （開口の径 以上の場合）500

1

1

周囲補強筋

斜め補強筋

L

L

1
L

1
L

1
L

床板厚さ 周　囲 斜　め

≦

≦

≦

各

各

各

各

各

D

150

200

300

2-D13

2-D13

1-D13

2-D13

2-D16各

D

＜

＜

D

D

150

200 2-D19

孔と孔のへりあき

設備の小開口が連続してあく場合注）

D13

D13

は縦、横、斜補強筋とは別に開口
によって切られる鉄筋と同じ鉄筋
を開口をさけて補強する。

100 以上

2
L 1

1
L

L 1

D13

床板段差(5)

端部

中央

D
D

D
以
下

500500

D13

2D

以
下

D

L 1
2D

L1
D13

端部

1

中央

D

D16

L

2D

D

D16

1

L 1

500 500

≦
H

≦
D

2
D

≦
H

≦
D

2
D

L

D16

L 1

2D

D10-@150
H

H

a 軽作業の土間

b 間仕切壁との交叉部

土間コンクリ－ト(6)

D
D

600

50300

D13

折曲D10-@200

D10-@200

(7)

ダブル

D10-150@

D13-200@

250

2-D16

2
0
0

2-D16L

L
1

1

1200x600 以下
釜場

(8) 打継ぎ補強 （ダメ穴打継面について）

設計配筋間隔の

無筋部分

1/2

D10-@200 長さ 800 以上

ピッチ　長さ 12L 以上

壁9.

定着(1)

a 梁に

壁と壁（平面図）

ダブル配筋シングル配筋

d

床にC

b 柱に（平面図）

かつ柱中心線を超える

L
L
2

2
a

150

L2

受筋

スラブに上端筋がない場合

は壁配筋と同じ

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

スラブに上端筋がある場合

か
つ
中
心
線

を
超
え
る

L

L

L
2

D13 2-D13 2-D13

L2 L2L

L
2

2

L 2

L
2

L 2L 2

D13

L2

D13

D13

1000

1000
D13

D13

D10

ｲ

受筋

D10

程度

2

L2

2

ｲ

ｲ

L2

程度150

2
L

(2)

スリット部の鉄筋の被り厚さは
かぶり厚さの表、最少かぶり(4)

厚さ以上とする。

スリット部 （設計図に記入があるとき）

L

は階高の

2

t
t 1/100程度

㎝かつ≦W W D/6 10

D

柱
柱に定着はシングル配筋とする

(3) 手摺、パラペット パラペット

手摺

（但し、 以上の場合、＞
設計図による）

2
L

D13

L2 H 800

10
0
以
下

120

D13

H

以上

1
L

D10@200

D13

D10@200 ダブル

D10@150 ダブル

以上150

10
0
以
下

L
2

L
1

H

(4)

以内に壁、又は柱がある場合は除く3500

h

以下とする。但し直交方向 25t

200 ≦ h ≦400はコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、

継手部は必ずモルタルをてん充すること

かつho ≦ 25t

一般の場合 下部防水立上りのある場合

コンクリ－トブロック帳壁

注）

注）

注）

D10@400

D10@600

D13

D13

h
o

ho

L
1

L
1

L
1

L
1

2L 2LL2 L2

D13
D13

D10

D10@600

D10@400

D10@400

D13

t t

L L2LL2 2 2

(1) 柱

10. 柱、梁増打コンクリ－ト補強

≦ ≦

増打するときは事前に設計者、
及び工事監理者と打合せのこと

印は補強筋 ※柱と同径、同ピッチとする。

及び ≦

30
0

300

a

a 300 a

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

※

※

B

補強タテ筋
ハッチ部分の面積Ａ㎡

1000 A＜1500＜A 1000500＜500A

aa 200

3-D16 4-D16 6-D16

(2) 梁
補助筋

あばら補強筋

巾止メ筋

あばら補強筋

補強筋は、梁主筋の１段落し径（
以上）とする。
あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ
とする。
腹筋
≧
は

梁下端増打コンクリ－トの場合も上端
増打コンクリ－ト補強と同様とする。
ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

D
a

30
0

D

300

D10

a

a

補助筋

補助筋

11. 梁貫通孔補強

(1) 設置可能範囲

梁端部（スパン

場合は設計者又は工事監理者と打合

（φ ＋φ

φ φ

せのこと。

貫通孔が連続して間隔等が取れない

1 2

1 2）ｘ3/2 以上/10 以内かつ 以内）は避ける2D

D
D/3

/40 /40

0

望ましい範囲

(2) 鉄筋標準配筋 とする但しφ≦ D/3

400

150

折筋

縦筋

横筋

上
下

縦筋

横筋

縦筋

折筋折筋

縦筋

＜φ≦ ＜φ≦ 250＜φ≦

D13 D16
2-D13 3-D13

2-(2-D13)

ST 2-D13-100@

2-(2-D13)

ST 2-D13-100@

2-(2-D13)

4-(2-D13)

ST 2-D13-100@

2-(2-D13)

ST 2-D13

15010010080

φ φ φ

を超える場合は梁幅が
補強筋で は 又は、

は と、各々
読みかえる

φ D

2 2

孔補強の有効範囲と

※部分について計算で

　確認された場合は下

　らなくて良い。

定着長さのとり方

※

2
5
0

以
上

以
上

25
0※

L 2

L
2

45ﾟ

L
2

φφ

φ＞250

(3) 既製品

リング型 パイプ型 金網型 プレ－ト型

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

12. 増築予定

(1) 柱、梁 (2) (3)地中梁 床版、壁

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

50

L1≧

50

L
1

5
0

≧
L
1

D13

≧L1
50

D13

5
0

≧
L
1

L1≧
D13

　記の位置、寸法によ

将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、

※柱幅が大きくて、直線部だけで

　以上又は
　こえて中間折曲げテ－ル長
がとれる場合でも柱中心線をL

150
180°フック付とする

D16

/30

横筋の配置は上下端とも
梁、又は床面に一段目を
配置する。

縦筋は、柱面に
一本目を配置する。

100~200 程度。
400の場合は補強筋を３本とする。
D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

1

1

1

1

1

L1

1 1

1

1

1

註:計算ルート3の建物は、3/4を超えての定着とする。

註:計算ルート3の建物は、3/4を超
えての定着とする。

　Ｓ２４
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

５

増築・改修：鉄骨構造基準図（１）

一般事項　　　　　　　　　　　　　　（適用事項は○印で示す）

１．　技術関連図書（最新版）

１．　日本建築学会　建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ６　鉄骨工事

２．　日本建築学会　鉄骨工事技術指針　工場製作編

３．　日本建築学会　鉄骨精度測定指針

４．　日本建築学会　高力ボルト接合設計施工指針

５．　日本建築学会　鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説

６．　日本建築学会　鋼構造設計規準

７．　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　建築工事共通仕様書

８．　建設省住宅局建築指導課　ＳＣＳＳ－Ｈ９７　鉄骨構造標準接合部　Ｈ形鋼編

２．　製作工場は、下記のいずれかで工事監理者の承認した工場とする

１

２

国土交通大臣認定工場 グレード Ｓ

指定工場 指定工場 （指定工場名　　　　　　　　　　　　　）

注）グレードの適用範囲

Ｊグレード　１．鉄骨溶接構造の３階以下の建築物（延べ面積５００㎡以内、高さ１３ｍ以下

　　　　　　　　かつ軒高１０ｍ以下のもの）

　　　　　　２．４００Ｎ級鋼で板厚１６㎜以下の鋼材

Ｒグレード　１．鉄骨溶接構造の５階以下の建築物（延べ面積３０００㎡以内、高さ２０ｍ以

　　　　　　　　下のもの）

　　　　　　２．４００Ｎ及び４９０Ｎ級鋼で板厚２５㎜以下の鋼材

Ｍグレード　１．鉄骨溶接構造の４００Ｎ及び４９０Ｎ級鋼で板厚４０㎜以下の鋼材

Ｈグレード　１．鉄骨溶接構造の４００Ｎ、４９０及び５２０Ｎ級鋼で板厚６０㎜以下の鋼材

Ｓグレード　１．全ての鉄骨溶接構造

３．　鉄骨工事着手前に提出する書類

４．　使用鋼材

鋼　　板　　　　□　ＳＮ４００Ａ　　　□　ＳＮ４００Ｂ　　　□　ＳＮ４００Ｃ

　　　　　　　　□　ＳＮ４９０Ｂ　　　□　ＳＮ４９０Ｃ

Ｈ　形鋼　　　　□　ＳＮ４００Ａ　　　□　ＳＮ４００Ｂ

　　　　　　　　□　ＳＮ４９０Ａ　　　□　ＳＮ４９０Ｂ

鋼　　管　　　　□　ＳＴＫＮ４００Ｂ　□ＳＴＫＮ４９０Ｂ　□ＳＴＫ４００

　　　　　　　　□　ＢＣＰ２３５　　　□　ＢＣＰ３２５

　　　　　　　　□　　　　　　　　　　□　ｈ＝　　　　　□　ｔ＝　　　　　□　Ｚ２７

その他　　　　　□

ボルト　　　　　□　中ボルト

スタッド　　　　□　φ　　　ｈ＝

ブレース　　　　□　ＪＩＳブレース　　□

錆止め　　　　　□　ＪＩＳ　Ｋ　５６２　　工場　　回塗り（現場タッチアップ１回塗り）

　　　　　　　　□溶融亜鉛めっき　　　□

　　　　　　　　□

アンカーボルト　□　ＳＮＲ４００Ｂ　　□　ＳＮＲ４９０Ｂ

　　　　　　　　□　ＳＳ４００

５．　監理者に検査事項を連絡し、確認を受けるもの

６．　鉄骨工事完了後監理者に提出するもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　（　　　％）

７．　現場建方時に製作工場名表示看板を掲げる事

・　現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと

・　第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が受入れ検査を代行させる

　　ために自ら契約した検査会社をいう

工作標準　　　　１．工作図　　　　　（適用事項は○印で示す）

１．　工作図は以下のものを作成する

□　アンカープラン　　□　伏せ図　　　　□　軸組図　　　　□　継手基準図

□　詳細図　　　　　　□　溶接基準図　　□　　　　　　　　□

　　　　　　　　２．現寸

１．　設計図書の内容が正確に製作者に伝達される内容とする

２．　仕口部分の組立順位、溶接方法がわかるものとする

３．　複雑な納まり部分は十分吟味された内容とする

　　　　　　　　３．けがき

１．　けがき前に鋼材の材質・板厚等の他、変形・傷の有無を確認する

２．　次工程に製作情報が正確に伝わるように記入する

３．　高張力鋼および曲げ加工される外面にはポンチ、打痕などを残さない

　　　　　　　　４．切断　　　　　　　　　　　（ＪＡＳＳ６）

１．　鋼材の切断面はいちじるしい切欠きを生じない様にする。ノッチの深さは１㎜以下とする

２．　せん断切断する場合の鋼材の板厚は、１３㎜以下とする

３．　部材切断面のバリ、まくれは取り除く

　　　　　　　　５．開先　　　　　　　　　　　（ＪＡＳＳ６）

４．　切断加工後においては鋼材の識別を明確とする

１．　開先の加工は切削加工機叉は自動ガス切断機により行うことを原則とする

２．　開先加工面は、あらさ２００μｍＲｙ以下、ノッチ深さは２㎜以下とする

３．　スカラップは下記の仕様とする

□　スカラップ（ｒ１＝３５、ｒ２＝１０程度の複合円）

ｒ
１
＝
３
５

ｒ
２
＝
１
０

　　　　　　　　６．孔明け　　　　　　　　　　（ＪＡＳＳ６）

１．　高力ボルト用の孔明け加工は、ドリル明けとする

２．　ボルト、アンカ－ボルト、鉄筋貫通孔はドリル明けを原則とするが、

　　　板厚13㎜以下の場合はせん断孔としても良い

３．　アンカ-ボルト孔、セパ孔、設備貫通孔等で孔径30㎜以上はガス孔としても良い

４．　孔明け後に生じたバリ、まくれは、グラインダ－等により除去する

５．　孔径は下記とする

（単位：ｍｍ）

種類

高力ボルト

ボルト

アンカーボルト

孔径　　ｄ

ｄ１＋２．０

ｄ１＋３．０

ｄ１＋０．５

ｄ１＋５．０

公称軸径　ｄ１

ｄ１＜２７

ｄ１≧２７

　　　　　　　　７．摩擦面の処理　　　　　　　（ＪＡＳＳ６）

１．　すべり係数が０．４５以上確保できる下記の方法とする

　１．自然発錆　　　デイスクグラインター等で黒皮などを、スプライスプレートの全面の

　　　　　　　　　　範囲について除去した後、自然放置して発生させた赤さび状態を確保する

　２．ブラスト処理　ショットブラスト等で５０μｍＲｙ以上のあらさを確保する

２．　溶融亜鉛めっきの場合はすべり係数０．４以上確保できる下記の通りとする

　１．薬剤処理　　　りん酸による

　２．ブラスト処理　ショットブラスト等で５０μｍＲｙ以上のあらさを確保する

　　　　　　　　９．溶接　　　　　　　　　　　（ＪＡＳＳ６）

１．　組立溶接・本溶接ともＪＩＳ　Ｚ　３８０１又はＪＩＳ　Ｚ　３８４１有資格者が行なう

２．　溶接に使用する材料は母材の材質に適合したものを使用する

３．　開先のある溶接の両端には、健全な溶接の全断面が確保できるようにエンドタブを用いる

　　　但し、工事監理者の承認があればその他適切な方法を用いることができる

４．　気温－５℃を下回る場合は、溶接を行ってはならない。気温が－５℃から５℃においては、

　　　溶接部より１００㎜の範囲の母材部分を適切に加熱すれば溶接することができる

５．　突合せ継手およびＴ継手の余盛高さ

　　　完全溶込み溶接の突合せ継手の余盛高さは０㎜以上とし、Ｔ継手の余盛高さは突合せる

　　　材の厚さの１／４とし、材の厚さが４０㎜を超える場合は１０㎜とする。このときの許

　　　容差はＪＡＳＳ６－付則６「鉄骨精度検査基準」による。余盛は応力集中を避けるため

　　　滑らかに仕上げ、過大であったりビード表面形状に不整があってはならない

６．　溶接材料と入熱、パス間温度の組合せは、下記鋼材の種類４００Ｎ及び４９０Ｎ級鋼の

　　　項による。但し、４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰの場合は、ＹＧＷ－１８、１９で入

　　　熱３０ＫＪ／㎝以下、パス間温度２５０℃以下とし、４００Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＲ

　　　及びＢＣＰの場合は、ＹＧＷ－１１、１５で入熱３０ＫＪ／㎝以下、パス間温度２５０

　　　℃以下とする

　　－

　　－

鋼材の種類と溶接材料

鋼材の種類 溶接材料 入熱（ＫＪ／㎝） パス間温度（℃）

ＪＩＳ　Ｚ　３２１１　３２１２

ＹＧＷ－１１、１５

ＹＧＷ－１８、１９

ＪＩＳ　Ｚ　３２１４

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

４００Ｎ級鋼

ＪＩＳ　Ｚ　３２１２

ＹＧＷ－１１、１５

ＹＧＷ－１８、１９

ＪＩＳ　Ｚ　３２１４

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

４０以下

３０以下

４０以下

４０以下

３５０以下

２５０以下

３５０以下

３５０以下

４９０Ｎ級鋼

７．　構造耐力上主要な部分の溶接部は、割れ、内部欠陥等の構造耐力上支障のある欠陥がな

　　　いものとする

８．　突合わせ継手の食い違いは、板厚が１５㎜以下では１．５㎜以下、１５㎜を越える場合

　　　は、板厚の１／１０以下かつ３㎜以下とする。

９．　柱仕口部における梁フランジは、通しダイアフラムの場合は、ダイアフラムの板厚の範

　　　囲に収まること。内ダイアフラムの場合のダイアフラムと梁フランジのずれ量は、はり

　　　のフランジ厚ｂｔｆが柱のフランジ厚ｃｔｆ以下の時はｂｔｆの１／４かつ５㎜以下、

　　　ｂｔｆがｃｔｆを越える時にはｂｔｆの１／５かつ４㎜以下とする。

１０．０．３㎜を越えるアンダーカットはあってはならない。但し、アンダーカット部分の

　　　長さの総和が溶接部分全体の長さの１０％以下であり、かつ、その断面が鋭角的でない

　　　場合は、アンダーカットの深さを１㎜以下とすることができる

Ｈ Ｍ Ｒ Ｊ

　　　　　　　　（Ｆ８Ｔは溶融亜鉛めっき高力ボルト）

ＹＧＷ－１８、１９５２０Ｎ級鋼

４０以下 ３５０以下

３０以下 ２５０以下

　　　（但し仕口部の鋼材の長期及び短期に生ずる力に対する各許容応力度に基づき、求めた

　　　当該部分の耐力以上の耐力を有するように適切な補強を行った場合はこの限りではない）

　　　　　　　　８．組み立て

４．　組み立て溶接を行う位置は下記の通りとする

5～10㎜

Ｌ

Ｌ

溶接工法 Ｌ（タブ長さ）

手　溶　接 ３０以上

半自動溶接 ３８以上

〈スチールタブ〉

フラックスタブ

スチールタブ

裏あて金 裏あて金

〈フラックスタブ〉

ｒ
１
＝
３
５

ｒ
２
＝
１
０

組み立て溶接箇所

板　厚 溶接長さ

ｔ≦６ ３０以上

ｔ＞６ ４０以上

ｔは被組み立て溶接部材の厚いほうの板厚

１．　エンドタブは、スチールダブまたはフラックスタブとする。スチールタブの材質は、母材

　　　と同等以上のものとし、形状は同厚・同開先のものを用いる

２．　スチールタブの切断

　　　□　行う　　　　　　□行わない

（注）１／２．５以下のテーパー加工

Ｓ：補強隅肉溶接

（注）Ｓ＝Ｔ２／４

2.5

1

Ｔ１
Ｔ２

（ａ）　Ｔ１－Ｔ２＞１０ｍｍ及びクレーンガーター

Ｓ
Ｔ１

Ｔ２

（ｂ）　梁通し型仕口及びダイヤフラム仕口

１１．突合わせ継手において、突合わせる部材の板厚に差があり、段差が手溶接及び半自動溶接

　　　で１０ｍｍを超える場合は、原則として厚い方の板に１／２．５以下の勾配をとる

　　　但し、半自動溶接でＩ形開先の場合は、ルートギャップを３ｍｍを限度とする

食
い

違
い

板
厚

梁
板

厚

ず
れ

仕
口
の

柱板厚

ｃｔｆ

ｂ
ｔ

ｆ

（ａ）　突合わせ継手の食い違い （ｂ）　仕口のずれ

組み立て溶接位置

３．　突合せ溶接の組み立て溶接は必ず裏はつり側に行う

裏あて金

組み立て溶接禁止箇所

　　　　　　　　通しダイヤフラム（開先なし）は４９０Ｎ級鋼で板厚２２㎜以下

　　　　　　　　ベースプレートは４９０Ｎ級鋼で板厚５０㎜以下

　　　　　　　　通しダイヤフラム（開先なし）は板厚３２㎜以下

　　　　　　　　ベースプレート及びＧコラムのパネル厚肉部は板厚５０㎜以下

　　　　　　　　通しダイヤフラム（開先なし）は板厚５０㎜以下

　　　　　　　　ベースプレート及びＧコラム及びＳＴコラムのパネル厚肉部の板厚が

　　　　　　　　５０㎜を超える場合、５０℃の予熱を行う

　　　　　　　　通しダイヤフラム（開先なし）は板厚７０㎜以下

■　認定書の写し　　■　工場製作要領書　　■　工作図　　■　溶接工事作業計画書

　　　　　　　　■　ＳＳ４００　　　　□　ＳＭ４９０

　　　　　　　　■　ＳＳ４００　　　　□　ＳＭ４９０

形　　鋼　　　　■　ＳＳ４００　　　　□

角型鋼管　　　　■　ＢＣＲ２９５　　　□

　　　　　　　　■　ＳＴＫＲ４００　　□

軽量形鋼　　　　■　ＳＳＣ４００

床　鋼板　　　　■　デッキプレート　　■　ｈ＝５０　　　■　ｔ＝１．２　　□　塗装

　　　　　　　　□　合成スラブ用デッキ□　ｈ＝７５　　　□　ｔ＝１．６　　■　Ｚ１２

高力ボルト　　　■　Ｓ１０Ｔ　　　　　□　Ｆ１０Ｔ　　　□　Ｆ８Ｔ

■ 現寸検査    ■ 組立検査    ■ 製品検査    ■ 建て方検査

■　鋼材規格証明書（実物又は裏書きミルシート）

■　高力ボルト規格証明書

■　防錆塗料成分証明書

■　中間検査において製作工場が求められる書類（特記による）

■　溶接接合部の検査報告書　　　　■　外観検査　　　　　　（　　　％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　■　超音波自主検査　　　（　　　％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　■　超音波第三者検査　　（　　　％）

■　工程写真　　　　　　　　　　　■　鋼材　　　　■　開先形状　　■　組立状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　■　塗装状況　　□　　　　　　　□

■　ノンスカラップ

　Ｓ２４

令和　７ ２
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胆沢第二発電所建屋増築工事



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

増築・改修：鉄骨構造基準図（２）

６

現場継手部

内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

溶接基準図 （注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：ルート面　Ｓ：サイズ（単位㎜）

３．　すみ肉溶接

ｔ

ｓ

８以下

６

１

・但し片側溶接の場合はＳ＝ｔとする

・ｔはｔ１、ｔ２の小なる方とする

・余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする

ｔ≦１６
両側溶接

１

片側溶接

０．５≦ｆ≦３（ただし、ｔ≧１５のとき４㎜とする）

３

０．５≦ｆ≦３（ただし、ｔ≧１５のとき４㎜とする）

１２≦ｔ＜１９

６≦ｔ＜１２

ｔ Ｇ ｔ１ θ Ｇ

ＧＣ，ＮＧＣ

１９≦ｔ

θ

３５°

３５°３５°

３５° ９

９

９

９ ９

９

９６６

ＭＣ

Ｆ・Ｖ溶接姿勢

６

６

３５° ９ ３５°

４

５

（裏はつり後溶接）

６

（裏はつり後溶接）

（裏はつり後溶接）

５．　突合せ溶接（平継手　Ｔ形継手）

θ＝６０°

Ｓ

Ｓ

ｔ

１
（ｔ－Ｒ）

３

３
２

（ｔ－Ｒ）

Ｒ≦２

θ＝４５°

Ｇ＝０

Ｇ＝０～２

Ｓ

Ｒ≦２

Ｓ

ｔ

θ＝４５°

２５以上

Ｇ

Ｒ≦２

ｆ
θ

２５以上

ｔ

ｔ１

Ｒ≦２

Ｓ

θ

Ｇ

Ｒ≦２
Ｇ＝０～２

ｔ

θ＝４５°

ｓｔ１ｓ

ｓ

ｔ２

９～１０

７

１１～１３

１０

１４～１６

１２

・軸力が加わる場合のＳは母材と同一と

　することが望ましい

４．　部分溶け込み溶接

２

ｔ１
・両側に補強すみ肉溶接を付加する

ｔ

溶接姿勢

ｔ＞１６

Ｆ．Ｖ

Ｄ１≧ｔ／３ ｔ／４≦Ｓ≦１０

ｔ≦ｔ１

Ｓ

ｔ

Ｓ

θ＝６０° θ＝６０°

Ｄ１ Ｄ１

Ｇ＝０

１．　溶接方法

　　　・アーク手溶接（ＭＣ)

　　　・アークエアガウジング（ＡＡＧ）

　　　・ガスシールド半自動アーク溶接（ＧＣ）

　　　・セルフ（ノンガス）シールド半自動アーク溶接（ＮＧＣ）

２．　溶接姿勢

下向き　Ｆ 立向き　Ｖ 横向き　Ｈ 上向き　Ｏ

ｔ

ｔ１

ｔ

溶接姿勢

６＜ｔ

Ｆ．Ｖ

ｔ

溶接姿勢

６＜ｔ＜１６

Ｆ．Ｖ

ｔ

溶接姿勢

ｔ≧１６

Ｆ．Ｖ

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

Ｓ＝ｔ／４

Ｓ＝ｔ／４

ｔ１

Ｓ＝ｔ／４

・補強すみ肉溶接を付加する

（合成床の場合は設計図書による）

又は

Ｈ ａ

ａ

ｂ

Ｈ ａ

ａ

２．　ウェブプレート厚さが１０㎜を越える場合は両面補強とする

４．　スリーブは梁せいの中央１／２の範囲とする

大梁が斜めの場合は

溶接と添板のボルト

締めに注意のこと

特記による

特記なき場合は板厚１２㎜

リブプレート（特記による）

ＦＢ－６ｘ５０

補強プレートはウェブプレート厚さ以上

０．２Ｈ≦φ≦０．３Ｈ

ａ＝２φ以上

ｂ＝３φ以上
φφ

L

L：特記による

１．　φが０．２Ｈ以下は補強なし

３．　φが０．４Ｈ以上は特記による

２０以上

　　　山型ラーメン棟部の継手

　　　貫通孔補強

０．３Ｈ≦φ≦０．４Ｈ

補強プレートはウェブプレート２倍以上

ａ＝２φ以上

　　　デッキプレート受プレート

柱　側 梁　側

５０

５
０

５０ １０

５
０

内 外 内 外

　　　角型鋼管現場継手 注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行なう

５０程度
Ｄ

Ｄ

□　Ａタイプ □　Ｂタイプ

　　　大組み立て

１．　角型鋼管柱

２．　Ｈ形鋼柱

　　　仕口の標準

Ｈ型鋼柱 角型鋼管柱

≧３

フランジの曲げ半径は５０ｍｍ以上とする

又は

又は

２０以上

ａ

又は

同厚以上

梁ＦＰＬと

又は

又は

又は

同厚以上柱鋼管と

外ダイヤフラム

同厚以上

柱、梁ＦＰＬと

内ダイヤフラム

又は

内ダイアフラムの場合は柱の角のＲに

梁フランジが接しないこと

外ダイヤフラム
≧５０

Ｒ

フランジプレート折曲げ規定

同厚以上

１
０

０
以

上

Ｒ

又は

梁現場継手位置

設計上必要な長さ以上

又は

又は

内ダイアフラム

ガス抜き

φ≦２０

叉は

内ダイアフラムの場合は

柱の角のＲに接しないこと

叉は

叉は

１

　　　　　　　　１０．塗装

１

ａ

１

２０以上

ｂ

同厚以上

梁ＦＰＬと

ｂ

４

１

１

１

同厚以上

梁ＦＰＬと

２０以上

１

４

４

４

２０以上

１

１

２０以上

勾配が１／５をこえる場合は補強プレートＰＬ≧６をいれる

１
０

０
以

上

ｃ ｃ

１

２０以上

２０以上

１．　柱通し

２．　梁通し

３．　ハンチ梁

４．　　　　仕口平面図

ａ ｂ ｃ

４４

ａ ｂ ｃ

２０以上

２０以上

６．　フレアー溶接

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

Ｂ

ｓ

ｔ

・９～１６ｍｍは１パス以上、１９ｍｍ以上は２パス以上とする

・溶接角度θは３０～４０°とする

７

Ｋ形の場合
φ

Ｂ

θ

寸法（ｍｍ）

φ Ｂ ｓ

９ ７ ４

１３ ８ ４．５

１６ ９ ５

１９ １０ ６

２２ １１ ７

２５ １２ ９

１
５

０
以

下

８
０
以
下

１．　防錆塗装の範囲は高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分及び

３．　現場における高力ボルト接合部は素地調整を入念に行う

４．　耐火被覆部分の塗装

　　　□　行う　　　　　　□行わない

　　　組み立てにより肌あわせとなる部分、密閉となる内面以外の部分とする

２．　塗装面の素地調整は動力工具を主体とし、手工具を併用しさび落としを行う

１ １

４

１

５．　梁端部（スパンの１／１０以内かつ２Ｈ以内）は避ける
１

／
２

　Ｓ２４

令和　７ ２

増
築
・

改
修
：
鉄

骨
構
造
基

準
図
（
２

）
･

【
発

電
所

】

【発電所】

胆沢第二発電所建屋増築工事



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

増築・改修：継手基準図

７

柱，梁接合継手リスト

（１）　ボルトピッチ（Ｐ），ボルト孔径・最小縁端距離（㎜）

（２）　ピン接合梁継手リスト

（３）　梁継手，柱継手リスト

丸鋼ブレース

平鋼、山形鋼ブレース

呼び径

孔　径

採用ピッチ
フランジ

ウェブ

はしあき

へりあき （最小値）

ｐ

Ｍ１６

１８

６０

６０（９０，１２０）

４０

２２

Ｍ２０

２２

６０

６０（９０，１２０）

４０

２６

Ｍ２２

２４

６０

６０（９０，１２０）

４０

２８

ＢＪ－１ ＢＪ－２
１０

１０４０４０
１０

１０ ６０

４０ ４０

1

ＧＰＬ

ＧＰＬ

1

１０
４０ ４０

４０４０

１０

ＧＰＬ ＷＰＬ（ダブル）

ｇ

ｅ

ｅ

２

２

１

ｅ１

ｅ
１

ｅ
１

２
ｇ

２
ｇ

〃
〃

ｅ
１

ｅ
１

２
ｇ

２
ｇ

〃
〃

Ｈ－１００ｘ５０及びＨ－１５０ｘ７５の場合

ＢＪ－１

符　　号
部　　材 ボルト径 本　　数

ＧＰＬ

厚

ウェブ添板
ＷＰＬ厚

備　　考

ＢＪ－２

符　　号
部　　材 ボルト径 本　　数

ＧＰＬ ウェブ添板
備　　考

ボルトは横打ち

　　　〃

添板 内添板

外添板

最小
６０程度

１
ｇ

５

Ｌ

Ｂ

〃 〃
４５４５ ４５４５

ｅ１ｅ１ｅ１ｅ１

ｅ
１

ｅ
１

ｃ
ｐ

ｃ
ｐ

〃
〃

部　　材
梁（ＧＪ）

符　　号
ボルト ゲージ 外添板 内添板 ボルト 添板

ｎＦｘｍＦ ｇ１ ｇ２ 厚ｘ長さ 厚ｘ幅 ｍＷｘｎＷ ｐｃ 厚ｘ幅ｘ長さ

ボルト

径

フ　ラ　ン　ジ ウ　ェ　ブ

部　　材
柱（ＣＪ）

符　　号
ボルト ゲージ 外添板 内添板 ボルト 添板

ボルト

径

フ　ラ　ン　ジ ウ　ェ　ブ

２
ｇ

２
ｇ

外添板

内添板

１
ｇ

５

Ｌ

Ｂ

ｐ ｐ ｐ ｐ

ｅ１ｅ１ｅ１ｅ１

ｍ
Ｗ

５

ｅ３ｅ３ ｅ１ｅ１

２ｐ ２ｐ

添板

ｎＷ

ｍ
Ｆ

ｍ
Ｆ

ｎＦ ｎＦ

〈材質　ＳＳ４００級〉

Ｈ　形　鋼

フランジ幅

Ｂ

高力ボルト使用区分 フランジゲージ フランジ添板幅

外側 内側

ウェブ添板 備　　考

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ ｇ１ ｇ２

１００

１２５

１５０

１７５

２００

２５０

３００

３５０

４００

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

５６

７５

９０

１０５

１２０

１５０

１５０

１４０

１４０

７０

４０

９０

　－

　－

　－

　－

　－

　－

１００

１２５

１５０

１７５

２００

２５０

３００

３５０

４００

　－

　－

　６０

　７０

　８０

１００

１１０

１４０

１７０

シングル

ダブル

チドリ

ダブル

シングル

シングル

シングル

シングル

シングル

〈材質　ＳＳ４００級〉

梁継手，柱継手　　ディテールの共通事項

最小
６０程度

４
０

＊

Ｈ－１００は
３０ｍｍとする

＊

ｅ
２

ｅ
２

ｅ
２

ｅ
２

ｅ３＊印ウェブ

ｅ３

７０ｍｍとする

（ＪＩＳ規格品とする・・・・・・・・ＪＩＳ　Ａ５５４０～５５４２）

羽子板ボルト

Ｍ１２～Ｍ２２のとき Ｍ２４のとき

ＳＳ

（ｄ） ｄ１
Ｒ

ｅ２

ｅ３ｅ１

１ｂ

ｔ

（ｄ） ｄ１
Ｒ ｅ２

ｅ３

５０

ｅ１

１ｂ

ｔ

ねじの呼び　（ｄ）

注（１）　ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい

　（２）　羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

　（３）　取付ボルトの種類はＪＩＳＢ１１８６２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）またはＪＩＳＢ１１８０中８ｇ１０．９

軸径　（ｄ１）
最　大

最　小

調整ねじの長さ

取付ボルト孔径許容差　＋０，－０．５㎜

はしあき　（最小）　注（１）

切り板製

平板製

ボルト端から取付ボルト孔心のあき（最小）

溶接長さ（最小）

取り付けボルト本数　注（２）

Ｓｓ

　Ｒ

ｅ１

ｅ２

　ｔ

ｅ３

ｅ２

　ｔ

１ｂ

へりあき（最小）注（１）

板　厚

へりあき（最小）注（１）

板　厚

Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

ＴＪ－１

ガセットプレートの大きさ ガセットプレートの溶接

ＴＹＰＥ１ ＴＹＰＥ２ ＴＹＰＥ３

１

１

１

１

ｌ１

ｇ
ｌｌ
１

２ ３

３０°

３０° ｌ

Ｂ

ｌｌ
ｌ

ｌ

ｌ＝ｌ ＋ｌ

ｂ

ａ

ａ ｂ

平

鋼

山

形

鋼

型

山

形

鋼

型

ＴＪ－１

符　　号
部　　材

高力ボルト ガセットプレート 溶接長（ｌ） サイズ

備　　考本数－径
厚ｘ幅

ｔ　ｈ
ＴＹＰＥ１ ＴＹＰＥ２ ＴＹＰＥ３ Ｓ

1

ＳＮ級についてはＳＣＳＳ－９７による

ＳＮ級についてはＳＣＳＳ－９７による

厚 ＷＰＬ厚

Ｈ－１００ｘ５０ｘ５ｘ７

Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７

Ｈ－１７５ｘ９０ｘ５ｘ８

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

Ｈ－２４８ｘ１２４ｘ５ｘ８

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９

Ｈ－２９８ｘ１４９ｘ５．５ｘ８

Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

Ｈ－３４６ｘ１７４ｘ６ｘ９

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１

Ｈ－３９６ｘ１９９ｘ７ｘ１１

Ｈ－４００ｘ２００ｘ８ｘ１３

Ｈ－４４６ｘ１９９ｘ８ｘ１２

Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１

Ｈ－４００ｘ２００ｘ８ｘ１３

Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４

Ｈ－４９６ｘ１９９ｘ９ｘ１４

Ｈ－５００ｘ２００ｘ１０ｘ１６

Ｈ－５９６ｘ１９９ｘ１０ｘ１５

Ｈ－６００ｘ２００ｘ１１ｘ１７

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４

Ｈ－３９０ｘ３００ｘ１０ｘ１６

Ｈ－４４０ｘ３００ｘ１１ｘ１８

Ｈ－４８２ｘ３００ｘ１１ｘ１５

Ｈ－４８８ｘ３００ｘ１１ｘ１８

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

２

２

２

２

３

３

３

３

４

４

４

５

５

６

　６

　６

　６

　６

　６

　６

　６

　９

　９

　９

　９

　９

　９

１２

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

４

４

４

５

５

６

６

３

３

４

４

５

５

６

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９１２

１２

１２

１２

　９

　９

１２

１２

１２

　９

　９

　９

　９

Ｈ－１００ｘ１００ｘ６ｘ８ Ｍ１６ ２ｘ２ 　５６ 　－ １２ｘ２８５ 　　－ １ｘ２ ＊６０ 　９ｘ　６０ｘ３４５

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９

Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１

Ｈ－４００ｘ２００ｘ８ｘ１３

Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４

Ｈ－５００ｘ２００ｘ１０ｘ１６

Ｈ－６００ｘ２００ｘ１１ｘ１７

Ｈ－１４８ｘ１００ｘ６ｘ９

Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９

Ｈ－２４４ｘ１７５ｘ７ｘ１１

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４

Ｈ－３９０ｘ３００ｘ１０ｘ１６

Ｈ－４４０ｘ３００ｘ１１ｘ１８

Ｈ－４８８ｘ３００ｘ１１ｘ１８

Ｈ－５８８ｘ３００ｘ１２ｘ２０

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

Ｍ２０

２ｘ２

２ｘ２

２ｘ２

２ｘ２

３ｘ２

２ｘ２

２ｘ２

３ｘ２

３ｘ２

３ｘ２

３ｘ２

３ｘ２

４ｘ２

４ｘ２

４ｘ２

４ｘ２

５ｘ２

　５６

　５６

　７５

　９０

　９０

１０５

１０５

１２０

１２０

１２０

１２０

１２０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

　－

４０

４０

４０

４０

　－

　－

　－

　－

　－

　－

　－

　－

　－

　－

　－

　－

１２ｘ２８５

１２ｘ２８５

１２ｘ４０５

　９ｘ２８５

　９ｘ２８５

　９ｘ２８５

　９ｘ２８５

　９ｘ４０５

１２ｘ４０５

１２ｘ４０５

１２ｘ４０５

　９ｘ４０５

１２ｘ５２５

１２ｘ４３５

１２ｘ４３５

１２ｘ４３５

１２ｘ５２５

　　－

　　－

　　－

　９ｘ　６０

　９ｘ　６０

　９ｘ　７０

　９ｘ　７０

　９ｘ　８０

１２ｘ　８０

１２ｘ　８０

１２ｘ　８０

　９ｘ　８０

１２ｘ１００

１２ｘ１１０１２ｘ１１０

１２ｘ１１０

１２ｘ１１０

１６ｘ１１０

２ｘ１

１ｘ２

２ｘ１

３ｘ１

３ｘ１

４ｘ１

５ｘ１

　６０ 　６ｘ１４０ｘ１６５

　９０ 　６ｘ１７０ｘ１６５

　６０ 　６ｘ２００ｘ１６５

　９０ 　６ｘ２６０ｘ１６５

　６０ 　９ｘ２６０ｘ１６５

　６０ 　９ｘ３２０ｘ１６５

　６０５ｘ１ 　９ｘ３２０ｘ１６５

５ｘ１ 　９０ 　９ｘ４４０ｘ１６５

　６０ 　６ｘ　８０ｘ２８５

２ｘ１ ＊６０ 　６ｘ１４０ｘ２２５

２ｘ１ 　６０ 　９ｘ１４０ｘ１６５

３ｘ１ 　６０ 　９ｘ２００ｘ１６５

３ｘ１ 　６０ 　９ｘ２００ｘ１６５

４ｘ１ 　６０ 　９ｘ２６０ｘ１６５

５ｘ１ 　６０ 　９ｘ３２０ｘ１６５

４ｘ１ 　９０ １２ｘ３５０ｘ１６５

５ｘ１ 　９０ 　９ｘ４４０ｘ１６５

Ｈ－１５０ｘ１５０ｘ７ｘ１０ Ｍ１６ ２ｘ２ 　９０ 　－ 　９ｘ２８５ 　９ｘ　６０ １ｘ３ 　６０ 　９ｘ　８０ｘ４０５

Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７．５ｘ１１

Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｈ－２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４

Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５

Ｈ－３５０ｘ３５０ｘ１２ｘ１９

Ｈ－４００ｘ４００ｘ１３ｘ２１

Ｈ－１４８ｘ１００ｘ６ｘ９

Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９

Ｈ－２４４ｘ１７５ｘ７ｘ１１

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４

Ｈ－３９０ｘ３００ｘ１０ｘ１６

Ｈ－４４０ｘ３００ｘ１１ｘ１８

Ｈ－４８８ｘ３００ｘ１１ｘ１８

Ｈ－５８８ｘ３００ｘ１２ｘ２０

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９

Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１

Ｈ－４００ｘ２００ｘ８ｘ１３

Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４

Ｈ－５００ｘ２００ｘ１０ｘ１６

Ｈ－６００ｘ２００ｘ１１ｘ１７

Ｍ２０ ２ｘ２ １０５ 　－ 　９ｘ２８５ 　９ｘ　７０ １ｘ２ 　６０ 　９ｘ　８０ｘ２８５

Ｍ２０ ２ｘ２ １２０ 　－ 　９ｘ２８５ 　９ｘ　８０ ２ｘ１ ＊６０ 　６ｘ１４０ｘ３４５

Ｍ２０ ４ｘ２ １５０ 　－ １２ｘ５２５ １２ｘ１００ ２ｘ２ 　６０ 　９ｘ１４０ｘ２８５

Ｍ２０ ４ｘ２ １５０ ４０ 　９ｘ４３５ １２ｘ１１０ ２ｘ２ １２０ 　９ｘ２００ｘ２８５

Ｍ２２

Ｍ２２ ３ｘ４ １４０ ９０ １２ｘ４０５ １６ｘ１７０ ３ｘ２ 　９０ １２ｘ２６０ｘ２８５

２ｘ４ １４０ ７０ １２ｘ２８５ １２ｘ１４０ ３ｘ２ 　６０ １２ｘ２００ｘ２８５

Ｍ１６ ２ｘ２ 　５６ 　－ １２ｘ２８５ 　　－ １ｘ３ 　６０ 　９ｘ　８０ｘ４０５

Ｍ１６ ２ｘ２ 　９０ 　－ 　９ｘ２８５ 　９ｘ　６０ ２ｘ２ ＊６０ 　６ｘ１４０ｘ３４５

Ｍ２０ ２ｘ２ １０５ 　－ 　９ｘ２８５ 　９ｘ　７０ ２ｘ２ 　６０ 　９ｘ１４０ｘ２８５

３ｘ２Ｍ２０ １２０ 　－ 　９ｘ４０５ 　９ｘ　８０ ３ｘ１ 　６０ 　９ｘ２００ｘ１６５

Ｍ２０ ４ｘ２ １５０ 　－ １２ｘ５２５ １２ｘ１００ ３ｘ２ 　６０ １２ｘ２００ｘ２８５

Ｍ２０ ４ｘ２ １５０ ４０ １２ｘ４３５ １２ｘ１１０ ３ｘ２ 　９０ 　９ｘ２６０ｘ２８５

Ｍ２０ ４ｘ２ １５０

１５０

１５０

４０

４０

４０

１２ｘ４３５ １２ｘ１１０ ５ｘ２ 　６０ １２ｘ３２０ｘ２８５

Ｍ２０ ４ｘ２ １２ｘ４３５ １２ｘ１１０ ６ｘ１ 　６０ 　９ｘ３８０ｘ１６５

Ｍ２０ ５ｘ２ １２ｘ５２５ １６ｘ１１０ ５ｘ２ 　９０ 　９ｘ４４０ｘ２８５

Ｍ１６ ２ｘ２ 　５６ １２ｘ２８５ 　　－ ２ｘ２ 　６０ 　６ｘ１４０ｘ２８５

Ｍ１６ ３ｘ２ 　７５

　－

　－ １２ｘ４０５ 　　－ ２ｘ２ 　９０ 　９ｘ１７０ｘ２８５

Ｍ１６ ２ｘ２ 　９０ 　－ 　９ｘ２８５ 　９ｘ　６０ ３ｘ２ 　６０ 　６ｘ２００ｘ２８５

Ｍ２０ ２ｘ２ １０５ 　－ 　９ｘ２８５ 　９ｘ　７０ ４ｘ１ 　６０ 　６ｘ２６０ｘ１６５

Ｍ２０ ３ｘ２ １２０ 　－ 　９ｘ４０５ 　９ｘ　８０ ３ｘ２ 　９０ 　９ｘ２６０ｘ２８５

Ｍ２０ ３ｘ２ １２０ 　－ １２ｘ４０５ １２ｘ　８０ ５ｘ１ 　６０ 　９ｘ３２０ｘ１６５

Ｍ２０ ３ｘ２ １２０ 　－ １２ｘ４０５ １２ｘ　８０ ６ｘ１ 　６０ 　９ｘ３８０ｘ１６５

Ｍ２０ ３ｘ２ １２０ 　－ １２ｘ４０５ １２ｘ　８０ ５ｘ２ 　９０ 　９ｘ４４０ｘ２８５
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

８

増築・改修：ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準図

増
築
・

改
修
：

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①
クローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート
釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

３０ ３０
Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ
ＥＡ 釘※2１５０

耐火補強筋
２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周

部
大

梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ
ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４

０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照
８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下

ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下
φ４－１３　＠６００以下

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート
※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆

梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３
０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００） ３０ｍｍのみ込み
QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上
※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
軽量コンクリート

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部
１０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）
柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照

連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合
2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 ※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ
梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火

φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３
０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。 開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３
０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０
耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０  ８５０ ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

大梁上 大梁上 部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗るＡw ＝（　　　　）mm 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁 QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13

.5

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、
支
持
条
件

支
持
条
件

3.372.54 3.61 3.55 3.48 3.422.75 2.69 2.64 2.59 3.072.33 3.31 3.24 3.18 3.132.52 2.47 2.42 2.37 単純(内法)単純(内法)
スパン(3.37)(2.54) (3.61) (3.55) (3.48) (3.42)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (3.07)(2.33) (3.31) (3.24) (3.18) (3.13)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合

4.073.41 4.30 4.24 4.18 4.133.67 3.61 3.54 3.47 3.733.12 4.02 3.96 3.91 3.833.38 3.31 3.24 3.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】２連続２連続
(4.07)(3.41) (4.30) (4.24) (4.18) (4.13)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.49)(3.07) (3.89) (3.78) (3.67) (3.58)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.15 4.05 3.99 3.93 3.883.40 3.33 3.26 3.20 3.582.88 3.78 3.73 3.68 3.633.12 3.05 2.99 2.93 スパン スパン３連続３連続 その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。(3.83)(3.15) (4.05) (3.99) (3.93) (3.88)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (3.58)(2.88) (3.78) (3.73) (3.68) (3.63)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

２０２１／７／０１

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り
*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート
 種  　　　     類  □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ]

2 設 計 基 準 強 度
 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５
 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００
*2 線形6㎜以上を用いたもの

接　　　合
JIS B 1198 □φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２

□頭付きスタッド *3（各長さ・ピッチは特記による　）
梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による
□その他

*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

QL99-50 連続 不要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

 □ 無    □ 有 

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

 　 耐火補強筋

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

600

■ＱＬ９９-５０

■1.2 ■亜鉛めっき [ ■Z12　 □Z27 ]

 ■普通コンクリート
 □１８　　　■２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

□７０ ■８０

 ■ 溶 接 金 網
■φ６-１５０×１５０

施　
　
　
　

工

　Ｓ２４

令和　７ ２

Ｑ
Ｌ
デ

ッ
キ
合
成

ス
ラ
ブ
設

計
･施

工
標
準
図

【
発

電
所

】

【発電所】

胆沢第二発電所建屋増築工事

･



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

９

増築･改修:ジャストベース(JEⅡ形)柱脚工法設計施工標準図

増
築
・

改
修
：
ジ

ャ
ス
ト
ベ

ー
ス
(
JE
Ⅱ
形
)

構造設計

適

用

条

件

●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで

平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

無収縮モルタル用型枠施工（元請施工）１

外リング 内リング
Ｈ

板厚（ｍｍ）

シ

ル

ガ
ス

溶
接

突合せ溶接の開先標準■溶接方法（突合せ溶接）

柱部材の適用
図

（角形鋼管仕様）

１．２

１．１ ２．１

２．３

２．５

２．４

３．１ ４．１

４．２

５．１

５．２

５．現場施工

４．溶接施工

５．７

５．６

２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図

溶　　接

溶接部の検査

捨てコンクリート地業（元請施工）

３．ベースプレート

座金（材質：ＳＳ４００）

基礎廻りの標準図

構成部材

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

コトブキ技研工業株式会社

広　島 TEL 0823-70-0721  FAX 0823-70-0722（角形鋼管仕様）

覆

テンプレート用ボルト孔
Ｌ

Ｂ Ｃ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１ 64

64

64

Ｄ５１

46

55

60

65

80

53.1

63.5

69.3

75.0

92.4

56

e

Ｄ ｄ

ＨB
Ｈ

76

Ｃ

Ｈ

定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ　熱処理Ｈ）

t

φ
A
1

φ
A
1

φA1

φ
A
2

φA2

ｅｅφdｈ ｈ

64

φd ｈ ｅ

54

64

69

74

95

47

58

63

69

90

56

64

64

76

28.3

34.3

37.5

40.3

50.0

2.95

3.30

3.55

4.50

3.65

10

10

10

10

10Ｄ５１

φＤ

t

94

88

100

25

22

28

φｄ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

Ｄ５１

Ｈ

φＤ

74

119

34

41

45

48

59

19

25

φｄ

Ｈ

Ｄ５１

Ｄ４１

Ｄ３８

Ｄ３５

Ｄ２９

M8

M8

M8

M8

M8

20

20

20

20

2031.7

38.1

41.9

45.4

M8 2057.5 990

ｄ ｅＤ

Ｄ35(SD390)

Ｄ35(SD490)

Ｄ38(SD490)

Ｄ41(SD490)

Ｄ51(SD390)

51.0 42.8

59.0 49.8

65.0 54.9

69.0 58.8

84.5 72.4

42.3 33.5

49.2 40.0

54.2 44.0

58.0 47.5

71.6 59.5

26

32,40

48

56

64.5

θ

110

110

110

110

90
θ

ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）

a b a

a
b

a

a c d c a

a
c

d
c

a

a c d c a

a
c

c
a

４本

４本

４本

４本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

12本

55

600

60

60

60 80

75 60 80

60 80

75 60 80

75 60 80

80

80

80

8075

85 80

80

8085

ｔ Ａ ａ ｂ ｃ d φタイプ

12本

12本

85 80

80

80

12本

12本

12本 80

80

12本

12本

12本 80

80

12本

12本

４本

28 300 45 210 52

52

32 325 45 235 52

32 350 45 260

４本 32 380 55 270

36 430 55 320 60

４本 40 430 320

８本 40 480 50 75 230

40 480 55 370 60

36 500 50 250

40 540 60 75 270

45 540 60 270

40 580 55 320

50 55 75 340 60

50 640 75 85 320 66

55 640 70 95 310 70

40 640 60 370 60

45 670 70 360 66

50 710 75 95 370 70

60 710 70 400 66

66

808570 400 6660 710

12本 50 710 65 410

55 740 75 85 420 66

60 760 80 95 410 70

8060 760 80 95 410 70

55 800 80 95 450 70

840 85 95 480 70

80

60

65 840 85 105 460 85

60 850 75 95 510 70

65 920 75 95 580 70

8092065 90 530 85105

種類

ア

被

ク

ー

ド

d

α
１

Ｒ

Ｇ

α1（度）

Ｈ

Ｖ

Ｆ

Ｈ

Ｖ

Ｆ

開先角度

，

，

，

，

ルート間隔

Ｇ（ｍｍ） Ｒ（ｍｍ）

ルート面

7

9

6

7

-2

∞

∞＋

-2

+1

-2

+1

-2

35

35

45

45

＋

-2.5

∞

＋ ∞

-2.5

標準値許容差 標準値 許容差 標準値 許容差

溶接姿勢

６以上

６以上
ベースプレート

＋

2

2

，

，

ー

フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）

無収縮モルタル注入

J150-12K

J175-12K

J200-09K

J200-12K

J250-09K

J250-12K

J250-16K

J300-09K

J300-12K

J300-16K

J300-19K

J350-12K

J350-16K

J350-19K

J350-22K

J400-12K

J400-16K

J400-19K

J400-22K

J400-25K

J450-16K

J450-19K

J450-22K

J450-25K

J500-19K

J500-22K

J500-25K

J550-19K

J550-22K

J550-25K

接

ア

ク
溶

ー

※溶接姿勢は下向きを原則とする

特記以外は元請会社の施工とする。

余
長

角形鋼管

柱型主筋

柱型帯筋

▽

基礎柱型Ｃ×Ｄ

埋
込

長
さ
ｌ

基
礎

柱
型

高
さ

Ｈ

▽
基礎柱型上端

8
0
以

上

（注）基礎柱型の施工は

JASS5による

150

3
0

基礎梁上端

２．２

８
８

７ ７

角形鋼管

５５

３ ３

４４

角形鋼管

ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱 処理Ｈ ）

１ １

J175-12K

J200-09K

J200-12K

J250-09K

J250-12K

J250-16K

J300-09K

J300-12K

J300-16K

J300-19K

J350-12K

J350-16K

J350-19K

J350-22K

J400-12K

J400-16K

J400-19K

J400-22K

J400-25K

J450-16K

J450-19K

J500-19K

J500-22K

J550-19K

J550-22K

J500-25K

J450-25K

J450-22K

J550-25K

J150-12K

ジャストベース
記号

(基礎柱上端から50mm下がりまで)

                (Ｆ値

●基礎コンクリート　普通コンクリート (21・24N/mm2) 以上

●柱材：角形鋼管(Ｆ値

                (Ｆ値 325N/mm2) - STKR490,BCP325,SHC490B・C

認定した有資格者が行う。

※１；現場施工及び施工管理は、ジャストベース施工技術委員会が

角形鋼管

型枠

無収縮モルタル材

シュート

シュート形状

基礎柱

【４本アンカーボルトタイプ】 【８本アンカーボルトタイプ】

２

６ ６

２

▽ アンカーボルト天

ｈ

725

785

880

720

660

Ｌ

38.1

φ
A
2

φdｈ ｈ

【アンカーボルト４本タイプ】

【アンカーボルト８本タイプ】 【アンカーボルト１２本タイプ】

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

●角型鋼管のベースプレートへの溶接は突合せ溶接とする。

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

●超音波探傷検査とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準・同解説」

テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

上部からボルトにて固定し、テン

プレート中心線を、柱中心地墨に

インアンカーで固定する。

調整ボルトにて固定し垂直を確認する。

ｅ1

柱中心

テンプレート中心

許
容

差
誤 －５≦ｅ２≦５

－５≦ｅ１≦５

ｅ
2

▽ 基準高

５．３ 基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）

５．４

５．５

調整する。レベル調整用ボルトで

１

２

３

４

（○印）

適用
適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

６・８・９・１２

350×350

300×300

250×250

200×200

175×175

150×150

400×400

450×450

500×500

550×550

サイズ Ｆ=２３５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９

６・８・９・１２

９・１２

ジャストベース

記号

フレームベース

フレームポスト

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

基礎コンクリート清掃・水洗いの後、２

無収縮モルタルをシュートにより一方向

から注入する。（※１）

落下防止リブ

柱脚構成部材

12-D41×880

アンカーボルト

SD490

SD490

SD390

SD390

SD490

SD390

SD490

SD390

SD390

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

165

165

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

n-φ×L 材質 h

12-D51×990

12-D51×990 SD390

SD390

Ｆ=３２５N/mm2

６・９

６・９

６・８

６・８・９

６・８

６・８・９

６・８・９・１２

4-D29×660 SD490 165

4-D29×660

4-D29×660

4-D35×720 180

4-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

8-D35×720 180

8-D35×725 185

8-D35×720 SD390 180

8-D35×725 190

8-D38×785 200

8-D41×880 210

8-D35×725 185

8-D38×785 200

8-D41×880 210

12-D38×785 200

12-D38×785 SD490 200

12-D38×785 200

12-D38×785 200

12-D41×880

12-D41×880 SD490 210

210

12-D41×880 210

230

12-D41×880 210

12-D41×880 210

230

t×A×A

ベースプレート

28×300×300

32×325×325

32×350×350

32×380×380

36×430×430

40×430×430

40×480×480

40×480×480

36×500×500

40×540×540

45×540×540

40×580×580

50×600×600

50×640×640

55×640×640

40×640×640

45×670×670

50×710×710

60×710×710

60×710×710

50×710×710

55×740×740

55×800×800

60×840×840

65×840×840

60×850×850

65×920×920

65×920×920

210 60×760×760

60×760×760

６・８・９・１２

６・８・９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

Ｆ=２９５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２・１４・１６・１９

９・１２

９・１２・１４・１６

ジ

ャ

ス

ト

ベ

ス

柱

脚

工

法

標

準

仕

様

一

覧

表

（

Ｊ
Ｅ

型

（

（

形

管

鋼

角

Ⅱ

（

コーナー

Ｒ

５

６

８

７

フレーム部材(テンプレート含む）

無収縮モルタル

１

２

３

４

ベースプレート

アンカーボルト

ジャストリング

座金

（注）１２本アンカーボルトタイプ図は省略

ロックナット及び固定用クサビ

定着ナット及び固定用クサビ

●鉄筋　：　異形鉄筋　SD295(D10～D16) SD345(D19～D25)

235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C

295N/mm2) - BCR295,JBCR295,TSC295

固定用クサビの設置（元請施工）

※（　）はＢＣＰのみ適用

９・（１２）

９・（１２）

による。

（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０７（平成３０年１１月１６日付）

資料番号：ＪＢ（ＪＥⅡ）－０３－０１

工

施

計

設 ●柱脚の選定　：　別冊「ジャストベースカタログ」により設計者が選定する。

●現場施工　　：　別冊「ジャストベース施工ガイド」によりジャストベース認定施工業者が行う。

●柱脚の溶接　：　別冊「工場製作管理要領書」により鉄骨工場にて溶接施工を行う。

30N/mm2以下 

アンカーボルト（材質：ＪＢ-ＳＤ３９０・ＪＢ-ＳＤ４９０）

定着ナット固定措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

900×900

500×500

530×530

550×550

560×560

620×620

620×620

650×650

680×680

700×700

740×740

740×740

780×780

800×800

830×830

830×830

850×850

870×870

900×900

920×920

920×920

950×950

1,000×1,000

1,000×1,000

1,050×1,050

1,050×1,050

1,080×1,080

1,130×1,130

1,130×1,130

1,000×1,000

25×94

座金

t×φD

19×74

19×74

19×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

25×94

25×100

22×88

25×100

25×100

25×100

25×100

25×100

25×94

25×94

25×94

25×94

25×100

25×100

28×119

28×119

800

550

600

700

750

800

800

550

800

800

850

850

600

600

600

600

600

600

600

600

750

750

800

800

800

800

800

850

850

850

12,000

17,000

21,000

30,000

47,000

47,000

61,000

66,000

80,000

89,000

90,000

119,000

129,000

148,000

156,000

159,000

182,000

207,000

220,000

219,000

248,000

266,000

289,000

303,000

351,000

379,000

397,000

452,000

490,000

502,000

柱脚回転剛性

kN･m/rad

D13 @ 150

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

設計基準強度

（N/mm2 ）

12-D16

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

12-D16

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

16-D22

12-D19

16-D22

12-D22

16-D25

12-D22

16-D22

16-D25

24-D25

16-D22

16-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24-D25

24-D25

D16 @ 100

D16 @ 100

D16 @ 100

32-D25

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 100

D16 @ 100

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

帯筋主筋
備考

C×D（標準寸法）C×D（最大寸法）

寸法（ｍｍ）

ＲＣ基礎柱型（下記の寸法・配筋とする）

H

以上

620×620

650×650

670×670

680×680

740×740

740×740

850×850

800×800

900×900

940×940

940×940

980×980

1,000×1,000

1,030×1,030

1,030×1,030

1,050×1,050

1,070×1,070

1,100×1,100

1,100×1,100

1,120×1,120

1,120×1,120

1,150×1,150

1,200×1,200

1,200×1,200

1,200×1,200

1,250×1,250

1,250×1,250

1,280×1,280

1,330×1,330

1,330×1,330

６・８・９・１２・１６・１９

６・（９）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・１９

６・８・９・１２・１６・１９

１２・１４・１６・１９・２２・２５

１２・１４・１６・１９・２２

１２・１４・１６・１９

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・（１９）

※設計基準強度が21N/mm2以上と

24N/mm2以上 の仕様があります。

（但しFcの上限値は全機種30N/mm2）

頂部フックが不要です。

※トップフープはダブルフープ。

※ジャストベース(JEⅡ型)工法の柱型主筋は

Ｄ29(SD490)

呼径

呼径

呼径

呼径

ア
ン

カ
ー
長

Ｌ

φＤ２

φＤ１
φＤ２φＤ１φＤ２φＤ１

フレームベース設置：柱中心地墨に対し、平面位置を

フレームベースを水平にする。

アンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアンカー

調整後、フレームベースをホール

位置に取り付け、アンカーボルト

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

を打ち込む。

鉄骨柱の建入れ（元請施工）

ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。（マーキング等による確認推奨）

ベースプレート（材質：ＳＮ４９０Ｂ又はＴＭＣＰ３２５Ｂ）

呼径

孔径φ（３．５Ｃ面取）
孔径φ（３．５Ｃ面取）

4-R4-R
孔径φ（３．５Ｃ（２．５Ｃ）面取）

（2.5CはD51用）

ジャストベース（ＪＥⅡ型）柱脚工法設計施工標準図

●

●

●

　Ｓ２４【
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電
所

】

【発電所】

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和　７ ２
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

１０

増築・改修：鉄骨構造梁継手リスト表

■ 設計 : 保有耐力継手

■ 梁鋼種 : SS400、SN400

■ ボルト : HTB-F10T、HTB-S10T

■ 参考文献 : 鉄骨構造基準接合部委員会SCSS-H97■ 用紙サイズ : A2

■ 配布 : http://www.kozo-kogaku.co.jp (Ver1.00)

梁サイズ
ボルト径 本数

フ　ラ　ン　ジ

配列 外添板 内添板ゲージ(g1) ゲージ(g2) ボルト径 本数

ウ　ェ　ブ

配列 添板ピッチ(p)
採用 標準図

H-200×100×5.5×8

H-250×125×6×9

M16

M16

2本

3本

2列

2列

PL-290×100×16

PL-410×125×12

―

―

56mm

75mm

―

―

M16

M16

2本

2本

1列

2列

PL-170×140×6

PL-290×170×6

60mm

90mm

H-300×150×6.5×9 M16 2本 2列 PL-290×150×9 PL-290×60×990mm ― M16 3本 1列 PL-200×170×660mm

H-350×175×7×11 M16 3本 2列 PL-410×175×9 PL-410×70×9105mm ― M16 4本 1列 PL-260×170×660mm

H-148×100×6×9 M16 2本 2列 PL-290×100×16 ―56mm ― M16 1本 2列 PL-290×80×660mm

H-194×150×6×9 M16 2本 2列 PL-290×150×9 PL-290×60×990mm ― M16 2本 1列 PL-230×140×6* 60mm

H-244×175×7×11 M16 3本 2列 PL-410×175×9 PL-410×70×9105mm ― M16 2本 2列 PL-290×170×690mm

H-100×100×6×8 M16 2本 2列 PL-290×100×16 ―56mm ― M16 1本 2列 PL-350×50×9* 60mm

H-300×150×6.5×9 M20 2本 2列 PL-290×150×9 PL-290×60×990mm ― 2本 1列 PL-200×170×6120mm

H-350×175×7×11 2本 2列 PL-290×175×9 PL-290×70×9105mm ― 3本 1列 PL-260×170×690mm

H-400×200×8×13 3本 2列 PL-410×200×9 PL-410×80×9120mm ― 4本 1列 PL-260×170×960mm

H-450×200×9×14 3本 2列 PL-410×200×12 PL-410×80×12120mm ― 5本 1列 PL-320×170×960mm

H-500×200×10×16 3本 2列 PL-410×200×12 PL-410×80×12120mm ― 5本 1列 PL-320×170×960mm

H-600×200×11×17 3本 2列 PL-410×200×12 PL-410×80×12120mm ― 4本 2列 PL-440×290×9120mm

H-194×150×6×9 2本 2列 PL-290×150×9 PL-290×60×990mm ― 2本 1列 PL-230×140×6* 60mm

H-244×175×7×11 2本 2列 PL-290×175×9 PL-290×70×9105mm ― 2本 1列 PL-170×140×960mm

H-294×200×8×12 3本 2列 PL-410×200×9 PL-410×80×9120mm ― 3本 1列 PL-200×170×960mm

H-340×250×9×14 4本 2列 PL-530×250×12 PL-530×100×12150mm ― 60mm

H-390×300×10×16 4本 2列(千鳥) PL-440×300×12 PL-440×110×12150mm 40mm 4本 1列 PL-260×170×960mm

H-440×300×11×18 4本 PL-440×300×12 PL-440×110×12150mm 40mm 5本 1列 PL-320×170×960mm

H-488×300×11×18 4本 PL-440×300×12 PL-440×110×12150mm 40mm 4本 2列 PL-350×290×1290mm

H-588×300×12×20 5本 PL-530×300×12 PL-530×110×16150mm 40mm 4本 2列 PL-440×290×9120mm

H-700×300×13×24 6本 PL-620×300×19 PL-620×110×19150mm 40mm 9本 1列 PL-560×170×960mm

H-800×300×14×26 6本 PL-620×300×19 PL-620×110×19150mm 40mm 7本 2列 PL-620×290×1290mm

H-890×299×15×23 6本 PL-620×300×16 PL-620×110×19150mm 40mm 8本 2列 PL-710×290×1290mm

H-900×300×16×28 7本 PL-710×300×19 PL-710×110×22150mm 40mm 8本 2列 PL-710×290×1290mm

H-912×302×18×34 8本 PL-800×300×25 PL-800×110×25150mm 40mm 11本 2列 PL-680×290×1660mm

H-918×303×19×37 9本 PL-890×300×25 PL-890×110×28150mm 40mm 11本 2列 PL-680×290×1660mm

H-400×200×8×13 3本 2列 PL-410×200×9 PL-410×80×9120mm ― 3本 1列 PL-260×170×990mm

H-450×200×9×14 3本 2列 PL-410×200×12 PL-410×80×12120mm ― 4本 1列 PL-260×170×1260mm

H-500×200×10×16 3本 2列 PL-410×200×12 PL-410×80×12120mm ― 4本 1列 PL-350×170×990mm

H-600×200×11×17 3本 2列 PL-410×200×12 PL-410×80×12120mm ― 7本 1列 PL-440×170×960mm

H-294×200×8×12 3本 2列 PL-410×200×9 PL-410×80×9120mm ― 2本 1列 PL-200×170×6120mm

H-340×250×9×14 3本 2列 150mm ― 3本 1列 PL-200×170×960mm

H-390×300×10×16 3本 2列(千鳥) 150mm 40mm 3本 1列 PL-260×170×990mm

H-440×300×11×18 4本 5本 1列 PL-320×170×960mm

H-488×300×11×18 4本 5本 1列 PL-320×170×1260mm

H-588×300×12×20 4本 7本 1列 PL-440×170×9

H-700×300×13×24 5本 9本 1列 PL-560×170×9

H-800×300×14×26 10本 1列 PL-620×170×12

H-890×299×15×23 5本 12本 1列 PL-740×170×12

H-900×300×16×28 6本 12本 1列 PL-740×170×12

H-912×302×18×34 7本 10本 2列 PL-620×290×16

H-918×303×19×37 7本 10本 2列 PL-620×290×16

(1)

(1)

(1)

(1)

(2)

(2)

(2)

(2)

(3)

(3)

(3)

(4)

(4)

(5)

(6)

(6)

(6)

(6)

(7)

(7)

(8)

(8)

(9)

(9)

(10)

(10)

(11)

(11)

(12)

(12)

(13)

(13)

(14)

(14)

(14)

(15)

(15)

(16)

(16)

(17)

(17)

(18)

(18)

(19)

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

PL-410×250×12 PL-410×100×12

PL-350×300×12 PL-350×110×12

PL-440×300×12 PL-440×110×12150mm 40mm

150mm 40mm

150mm 40mm

150mm 40mm

150mm 40mm

150mm 40mm

150mm 40mm

150mm 40mm

150mm 40mm

PL-440×300×12 PL-440×110×12

PL-440×300×12 PL-440×110×16

PL-530×300×19 PL-530×110×19

PL-530×300×19 PL-530×110×19

PL-530×300×16 PL-530×110×19

PL-620×300×19 PL-620×110×22

PL-710×300×25 PL-710×110×25

PL-710×300×25 PL-710×110×28

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

凡例 1

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

g
1

ボ
ル

ト
配

列

フランジ外添板

p

ボルト配列

フランジ外添板

ボ
ル

ト
本

数

ウェブ添板

ボ
ル

ト
配

列

p
p

p

フランジ外添板

ウェブ添板

ボ
ル

ト
本

数

フランジ内添板

g
2

g
1

g
2

ボルト本数

ボ
ル

ト
配

列

フランジ外添板

(
千

鳥
)

凡例 2

鉄 骨 構 造 梁 継 手 標 準 リ ス ト 表

●

●

●

●

※　*寸法はボルト配列を外側に半ピッチずらすことを表す。

H-390×300×10×16 2列(千鳥) 150mm 40mm 60mmM20 M20G2A

5本

5本 PL-530×300×12 PL-530×110×12

3本

3本

2列

2列

PL-290×200×9

PL-290×200×9

G2Aのプレートは、SM490とする。

　Ｓ２４
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胆沢第二発電所建屋増築工事



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

１１

増築・改修：マルチドリル工法併用
セメントミルク工法特記仕様書

増
築
・

改
修
：
マ

ル
チ
ド
リ

ル
工
法
併

用

(㍑)

                3 .圧縮試験は、JIS A 1 10 8（コンクリートの一軸圧縮試験方法）による。

様必要な措置を講じる。

2.一般事項

3.特記事項

（1）　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないように養生する。

（2）　施工手順は、施工計画書による。

（2）　配合強度

1.工事概要

マルチドリル工法併用セメントミルク工法　特記仕様書

本地業は、隣接する既存建物に掛かる土圧を最小限にとどめるため行う杭地業である。

　本地業は、本特記仕様書によるほか「201 8年版建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針／2018年11月」（日本建築センター）及び

マルチドリル工法はケーシングを用い岩盤等の土砂を掘削・撤去し所定の強度を持った改良土で置換を行う。

（1）　ケーシング掘削及び杭径・深度・本数・配置は設計図書による

（2）　使用する杭材はSL杭（NCS - SLパイル）とする

（3）　使用する杭は事前に承認願い図を提出し監督員の承認のもと製作を行う事とする。

 (4)　 本工事工法は、障害撤去工事・既製杭工事に精通した業者が行うものとする。

6.施工機械（マルチドリル工法）
（1）　現地盤である岩盤掘削を確実に行える施工機械SR- 4 5同等とする。

7.配合管理（埋戻し土）
（1）　埋戻し土に使用する固化材は、セメント系固化材を使用する。

　　　 ケーシング内の埋戻し土は杭周についてはN値5相当、杭先端より上方1.0ｍはＮ値30相当の強度を持った改良土を埋め戻す事とする。

配合強度は換算式qu=1 2 .5 Nを採用し下記の通りとする

N値30相当：12. 5×30＝37 5k N/㎡→40 0 .0 kN /㎡

N値5相当：12.5×5＝62. 5 kN /㎡→70. 0 kN /㎡

3

3

（2）　使用するケーシングの外径はφ800m mとする。

5.施　　工（マルチドリル工法）

（3）　室内配合試験

　 　　　使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて配合強度を満足するように決定する。

　 　　現場室内強度比は0.5とし下記の通りとする。

N値5相当：70.0 kN /㎡÷0. 5＝14 0k N /㎡

N値30相当：400 .0 k N/㎡÷0. 5＝80 0 kN /㎡

（4）　試験対象土は、埋戻し時に使用するものとする。

a.　固化材添加量(N値5相当)　   　50　ｋｇ／ｍ

b.　固化材添加量(N値30相当)　  　80　ｋｇ／ｍ

（5）　設計配合は、以下の通りとする。ただし、室内配合試験の結果により変更される場合がある。

（6）　セメント系固化材等からの六価クロム溶出試験を実施し、環境庁告示第46号の基準値（検液1Lにつき0.0 5㎎以下であること）を満足する

4.施工計画

（2）　施工計画書

ｂ.　工事期間及び工程

ｄ.　施工機器

ｅ.　施工管理の方法

ｆ.　品質管理の方法

ｇ.　各種作業の主たる従事者の組織表

ｈ.　環境の保全対策

ｉ.　安全対策

 　　　工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

（1）　本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通した業者とする。

ａ.　工事内容（ケーシング径、掘削深度、杭径、杭長）

ｃ.　工事要領

（2）　施工手順は、施工計画書による。

（3）　施工に対して疑義が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その指示を受ける。

（1）　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないように養生する。

又掘削上必要な掘削装置を十分兼ね備えている事とする。

（1）　材料

　2　　セメントは、普通ポルトランドセメント、早強セメントおよび混合セメントを用いる。

　3　　練り混ぜに使用する水は、上水道水またはセメント硬化に悪影響のない水とする。

' '

（4）強度の管理

試験杭

本

杭

継手のない場合

継手のある場合

その他

1本毎に1回

30本毎またはその端数につき1回

20本毎またはその端数につき1回

監理者から指定がある場合は適宜

8.施　　工（セメントミルク工法）

10.充填材の配合と管理

（1）　本工法に使用する杭はSL杭(建設省東住指発第183号)とする。

（2）　杭の仕様については下記の通りとする

 杭　径 (mm) 600

(ｍ)上杭

(ｍ)

(ｍ)

中杭

下杭

600

ー

10.0

10.0

本数 (本)

杭種

（3）　くい材料　既製コンクリート杭

（4）　プライマー　ニューSLプライマー（昭和シェル石油品）同等

（5）　SLコンパウンド　Bグレード、塗布厚さ6mm以上(昭和シェル石油製品)同等

（6）　表面保護材　SLガード800又はホワイトウォッシュ（昭和シェル石油製品）同等

9.使用杭

（7）　SLコンパウンド保護装置

　　　　鋼製・・・厚さ9mm以上、幅100 mm以上を標準とする

　　　　コンクリート製・・・外径D2：本体部外径D1＋50～10 0 mm、長さ：2D2 m mを標準とする

セメントミルク工法は告示第１１１３号に規定される施工方法とする

埋込み杭施工指針・同解説（セメントミルク工法）

※ただし、杭施工においてケーシング径と同等以上の掘削径を使用した場合はこの限りではない。

供試体の採取は以下による

（4）　施工に対して疑義が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その指示を受ける。

（3）　支持層の確認はバケットの土砂を土質柱状図及び土質資料と対比して行う。

                1 .1回の試験の、供試体の数は杭周充填液および根固め液を各3個とする。

                  および膨張率試験方法案(体積方法)によるポリエチレン袋を用いて、グラウトプラ

                  ントより採取し、直径50m m・高さ10 0m m程度の円柱形に仕上げる。

                2 .供試体は、(社)土木学会「コンクリート標準示方書（規準編）」のブリージング率

×（L－４ｄ）ｍ

（3）杭周固定液(σ28  = 0 .5 N/ m m2 )

（2）　根固め液(W/ C＝70 %、σ28   =2 0 .0 N/ m m2 )

注入量は掘削断面積(ｍ2）×2ｍ以上とする。

　　根固め液は、水セメント比70％以下のセメントミルクとし、

根固め液の示方配合、及び根固め液の必要注入量の計算式は以下の通り

根固め液の示方配合（１ｍ３当り）

984

688

70(％)

(kg)セメント

水

W/C

(㍑)

根固め液の必要注入量

×２ｍπ×D２

4
V＝

D：掘削径（ｍ）

　　杭周固定液は、杭体と一体化し、周面摩擦及び水平抵抗を十分に確保できるものとし、

根固め液に続いて注入し、杭頭まで十分に満たす量を使用する。

杭周固定液のブリーディングの発生を抑制するため、ベントナイトが使用される。

杭周固定液の示方配合、および杭周固定液の必要注入量の計算式は以下の通り

杭周固定液の示方配合（１ｍ３当り）

400

50

848

(kg)

(kg)セメント

ベントナイト

水

V＝
4

π（D２-ｄ２）

D：掘削径（ｍ）

ｄ：杭径（ｍ）

4.充填液の圧縮強さは、材齢28日として管理する。

・根固め液は、グラウトプラントから採取する。

・杭周固定液は、杭建て込み後の掘削孔によりオーバーフローした液から採取する。

84

B種

A種

A種

10.0

10.0

9.0

令和　７ ２
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容認当 承図 担計 製設

構造設計

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

１２

増築・改修：基礎伏図

X4 X3 X2 X1

Y1

Y2

X4 X3 X2 X1

Y1

Y2

Y3Y3

地上１階既存建物

地下部分既存建物

C1

C3

C2

C2 C2

C2C2

C4

FG1 FG1 FG1

F
G
1

F
G
1

FG
1

F
B
1

F
C
B1

FG2 FG4

F1

F1

F1

F2 F2 F2

F2

F2

杭先端 GL-21.9m、杭長 20.0m

杭先端 GL-30.9m、杭長 29.0m PHC600φ、上杭B種10.0m ＋ 中杭A種10.0m ＋ 下杭A種9.0m

PHC600φ、上杭B種10.0m ＋ 下杭A種10.0m

C1 C3FG1

FG
3

F
G
3

P1

P1

P1

P1

基礎梁上端は、1FL-200(GL+200)とする。

F3
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

１３

増築・改修：２階梁伏図

X4 X3 X2 X1

Y1

Y2

Y3

P1

地上１階既存建物

B1

B1

CG
1

CG
1

B
2

B3

C1

C3

C2

C2 C2

C2C2 G1

G1

G1 G1

G2 G2

C4B1 B3

CG2
C1 C3

G2

P1

P1

P1

V V

V V

V V

exp.J

exp.J

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

増築側胴縁芯から既存壁面まで、170mm

増築側壁面から既存壁面まで、100mm
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

増築・改修：３階梁伏図

１４

X4 X3 X2 X1

Y1

Y2

Y3

B1

B1

CG
1

CG
1

B
2

B3

C1

C3

C2

C2 C2

C2C2 G1

G1

G1 G1

G2 G2

C4

CG2
C1 C3

B1 B3

G2A

G
2A

G
2
A

V V

V V

V V

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

柱芯

柱芯

柱芯
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

増築・改修：Ｒ階梁伏図

１５

棟

X3 X2 X1

Y1

Y2

Y3

X4

G1

G1 G1

G2 G2

G
2

G1

G
2

G3 G3

G
4

C
G
3

C
G
3

B4 B4 B4

B4

B5B5 B5 B5 B5

B5 B5

B5

B5

B5

B5

B6

B6

B6

B6

B6

B
5

B5
B5

B
5

B
5

B5
B
5

B
2

B5

B4 B4

G2CG2

B5 B6

垂木受け [-100x50x5x7.5 GPL-6 HTB 2-M16

垂木受け [-100x50x5x7.5 GPL-6 HTB 2-M16

垂木受け [-100x50x5x7.5 GPL-6 HTB 2-M16

先端 C-100x50x20x2.3

垂木 C-100x50x20x3.2@606 GPL-6 2-M16

垂木 C-100x50x20x3.2@606 GPL-6 2-M16

垂木 C-100x50x20x3.2@606 GPL-6 2-M16

母屋 C-100x50x20x3.2@606 GPL-6 2-M16

母屋 C-100x50x20x3.2@606 GPL-6 2-M16
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

１６

増築・改修：鉄骨軸組図　№１

X4 X3 X2

棟

X4 X3 X2 X1

棟

　Y3通り　 　Y2通り　

　Y1通り　

GL

1FL

2FL

3FL

1FL

2FL

3FL

GL

　Y2-1,555通り　 　Y3+5,185通り　

RFL

RFL

X1

G2

CG2

CG2

C1

C1

C1

C3

C3

C3

B1

B1

B3

B3

G1

G1

G2

G2 G2

G2

C2 C2

C2 C2

C2 C2

C2 C2 C2

C2 C2 C2

C2 C2 C2

C3

C3

C3

C1

C1

C1

B3

P1

G2CG2 G1 G3 G3

B4 B4 G1 G2 G2B5 B4 B6

特記無き限り

符号無き部材は、開口補強材または胴縁受け縦材を示す。

G1

G1

点検タラップ受け材

B3

C4

C4

C4

P1

GPL-9 HTB 2-M16

点検台方杖受け間柱、□-100x100x6 2PL-9 中ボルト 2-M16

点検台枠梁
45°

[-125x65x6x8 [-125x65x6x8

柱のB.PL下端は1FL-170、無収縮モルタル30mmとする。

胴縁 C-100x50x20x2.3@600 PL-4.5 2-M16 胴縁 C-100x50x20x2.3@600 PL-4.5 2-M16

G2A
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

１７

増築・改修：鉄骨軸組図　№２

Y2 Y1Y2 Y1

　X4通り　

　X3通り　

　X2-1,775通り　

1FL

2FL

3FL

GL

1FL

2FL

3FL

GL

Y3

RFL

RFL

G1

G1

G1

G1

CG1

CG1

CG1

CG1

C2 C2

C2

C2 C2

C2

C4

C4

C4

C2 C2

C2

C2 C2

C2

B2

B2

G1

G1

CG3

CG3

B4B5B2

特記無き限り

符号無き部材は、開口補強材または胴縁受け縦材を示す。

柱のB.PL下端は1FL-170、無収縮モルタル30mmとする。

胴縁 C-100x50x20x2.3@600 PL-4.5 2-M16 胴縁 C-100x50x20x3.2@600 PL-4.5 2-M16胴縁 2C-100x50x20x3.2@600 PL-4.5 2-M16
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特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

１８

増築・改修：鉄骨軸組図　№３

1FL

2FL

3FL

GL

1FL

2FL

3FL

GL

RFL

RFL

　X2通り　

　X1通り　

Y2 Y1Y3

特記無き限り

符号無き部材は、開口補強材または胴縁受け縦材を示す。

柱のB.PL下端は1FL-170、無収縮モルタル30mmとする。

C1

C1

C3

C3

C3

C2

C2

C2

C1

C1

C3

C3

C3

C1C1

G4

G2 G2

P1 P1P1

シャッター受け H-100x100x6x8 GPL-9 HTB 2-M16 シャッター受け H-100x100x6x8 GPL-9 HTB 2-M16

P1

ホイスト受けＩビーム I-450x175x11x20

G2A G2A

胴縁 C-100x50x20x2.3@600 PL-4.5 2-M16胴縁 C-100x50x20x3.2@600 PL-4.5 2-M16胴縁 2C-100x50x20x3.2@600 PL-4.5 2-M16
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6,900

1,625

23,125

17,850 4,975

1
30

1
3
0

1
30

1
3
0

900 900 900900

81

4
5
0
5
0
0

1
,2
5
0

900 5,187.5 10,000 5,187.5 900

5,600 10,000



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

F 1 F 2

7
50

7
5
0

750 750 750 750

3,000

基礎筋 10-D13

基
礎
筋

 8
-
D
19

7
50

7
5
0

750 750

1,500

はかま筋 6-D13

は
か
ま

筋
 
6
-
D1
3

基礎筋 6-D13

基
礎
筋

 6
-
D
13

2
,0
0
0

1
0
0

1,
0
0
0

1
,0
0
0

5
0

50 10
0

15
0

600600

750 750 750 750

3,000

2 D13

2
,0
0
0

1
0
0

1,
0
0
0

1
,0
0
0

5
0

50 10
0

15
0

600

750 750

1,500

2 D13
1,
5
0
0

1,
5
0
0

F

7
5
0

2
,0
0
0

1
0
0

1,
0
0
0

1
,0
0
0

5
0

50 10
0

15
0

600

750 750

1,500

2 D13

750 750

1,500

はかま筋 10-D13

7
5
0

1
,
50
0

3
,0
0
0

基
礎

筋
 
1
0
-D
1
3

は
か

ま
筋

 1
0
-
D1
3

基礎筋 8-D19

3

は
か
ま

筋
 
8
-
D1
3

はかま筋 8-D13

1/50基礎リスト

Ｇ．Ｌ． Ｇ．Ｌ． Ｇ．Ｌ．

増築・改修：ＲＣ部材リスト　№１

１９－１　Ｓ２４

令和　７ ２

【
発

電
所

】

【発電所】

胆沢第二発電所建屋増築工事

A2:1/50　A3:1/70.70

A
2
:1
/5
0

A
3
:1
/7
0
.7
0

増
築
・

改
修
：

Ｒ
Ｃ
部

材
リ
ス
ト

　
№
１

・

2
00

2
00

2
00



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

符号

位置

FG1

全断面

FG2

全断面

FG3

全断面

FG4

全断面

幅止め筋

腹筋

スターラップ

下端筋
主筋

上端筋

B×D

断面

D10-@1,000

6-D10

  -D13 @150

5-D25

7-D25

600x1,200

1
,
2
0
0

600

D10-@1,000

6-D10

  -D13 @150

6-D29

6-D29

600x1,500

1
,
5
0
0

600

D10-@1,000

6-D10

  -D13 @150

5-D29

8-D29

600x1,550

1
,
5
5
0

600

D10-@1,000

6-D10

  -D13 @150

8-D29

8-D29

600x1,800

1
,
8
0
0

600

符号

位置

FB1

全断面

FCB1

全断面

幅止め筋

腹筋

スターラップ

下端筋
主筋

上端筋

B×D

断面

D10-@1,000

6-D10

  -D13 @100

5-D25

5-D25

700x1,200

1
,
2
0
0

700

D10-@1,000

6-D10

  -D13 @100

5-D25

5-D25

700x1,200

1
,
2
0
0

700

GL GL

1FL 1FL

　土間コンクリート配筋図　1/30　

事務所
D10@200

D10@200

D10@200
1-D13

1-D13D10@200

　犬走配筋図　雑品庫・荷卸室

砕石地業

１９－２

1/50基礎梁リスト 1/50基礎小梁リスト

　Ｓ２４

令和　７ ２

【
発

電
所

】

【発電所】

胆沢第二発電所建屋増築工事

増
築
・

改
修
：

増築・改修：ＲＣ部材リスト　№２

A2:1/30･1/50　A3:1/42.42･1/70.70Ｒ
Ｃ
部
材

リ
ス
ト
　

№
２
・

A
3
:1
/4
2
.4
2
･1
/7
0
.7
0

A
2:
1
/3
0
･1
/5
0

4
00

4
0020

0

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0

1
5
0
1
5
0

1
8
0

1
50

1
5030
0



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

２０

増築・改修：柱リスト

階 符号

３階

備考

鉄骨

断面

位置

C1

BCR295

BX-550x25

柱頭及柱脚

C2

BCR295

BX-450x12

柱頭及柱脚

C3

BCR295

BX-450x16

柱頭及柱脚

C4

BCR295

BX-200x12

柱頭及柱脚

２階

備考

鉄骨

断面

位置

BCR295

BX-550x25

柱頭及柱脚

BCR295

BX-450x12

柱頭及柱脚

BCR295

BX-450x16

柱頭及柱脚

BCR295

BX-200x12

柱頭及柱脚

１階

備考

鉄骨

断面

位置

BCR295

BX-550x25

柱頭及柱脚

BCR295

BX-450x16

柱頭及柱脚

BCR295

BX-450x16

柱頭及柱脚

BCR295

BX-200x12

柱頭及柱脚

基礎柱

備考

フープ

主筋

Dx×Dy

断面

  -D16 @100

32-D25

1,150x1,150

1
,1
5
0

1,150

  -D13 @100

24-D25

950x950

9
5
0

950

  -D13 @100

24-D25

950x950

9
5
0

950

  -D13 @100

12-D19

600x600

6
0
0

600

ジャストベース J550-25K ジャストベース J450-16K ジャストベース J450-16K ジャストベース J200-12K柱脚

柱リスト 1/30

　Ｓ２４

令和　７ ２

増
築
・
改
修

：
柱
リ
ス

ト
　
・

【
発

電
所

】

【発電所】

胆沢第二発電所建屋増築工事

A2:1/30　A3:1/42.42

A
2:
1
/3
0

A
3:
1
/4
2.
4
2



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

２１

増築・改修：大梁・小梁リスト

階 符号

Ｒ階
断面

位置

G1

全断面

G2

全断面

G3

全断面

G4

端部 中央

CG1 CG2

全断面

CG3

全断面

備考

鉄骨 H-350x175x7x11 H-400x200x8x13 H-350x175x7x11 H-400x200x8x13 H-350x175x7x11

３階

備考

鉄骨

断面

位置

H-400x200x8x13

全断面

H-390x300x10x16

全断面

H-350x175x7x11

全断面

H-400x200x8x13

全断面

２階

備考

鉄骨

断面

位置

H-400x200x8x13

全断面

H-390x300x10x16

全断面

H-350x175x7x11

全断面

H-400x200x8x13

全断面

符号

備考

備考

鉄骨

断面

位置

B1

H-300x150x6.5x9

全断面

B2

H-390x300x10x16

全断面

B3

H-294x200x8x12

全断面

B4

H-250x125x6x9

全断面

B5

H-200x100x5.5x8

全断面

B6

H-400x200x8x13

全断面 全断面

SS400

SS400

SS400

SS400 SS400 SS400 SS400 SS400 SS400

SS400 SS400 SS400

SS400 SS400 SS400

SS400 SS400 SS400 SS400 SS400 SS400

GPL-9 2PL-9

HTB 2x3-M20

GPL-9 2PL-9

HTB 2x2-M20

GPL-9 2PL-6

HTB 2x2-M20

GPL-9

HTB 2-M20

2C-100x50x20x2.3

GPL-9

HTB 4-M20

GPL-9

HTB 3-M20 HTB 2x4-M20

GPL-12 2PL-9

BH-1,250x500x16x28 BH-1,250x400x16x28

その他

G4のジョイント FR  5x4-M20x4 2PL-22x400 4PL-25x140

WEB 16-M20x2 2PL-12

ピッチ60 ゲージ40

ピッチ60 ゲージ40

開口補強材 縦材　□-100x100x3.2(STKR400)

横材　□-100x100x3.2(STKR400)

P1 □-150x150x6(STKR400) 2GPL-9 中ボルト2-M20

A.B 2-M20(L=400) B.PL-19x200x350

G4側下端斜材 2L-75x75x9

GPL-12 HTB 5-M20

胴縁

水平ブレース 1-M16(JIS A 5540) GPL-6 HTB 1-M16

胴縁受け材 縦材　□-100x100x3.2(STKR400)

2GPL-4.5 中ボルト2-M16

2GPL-4.5 中ボルト2-M16  A.B 2-M16(L=320) B.PL-12x150x300

2GPL-4.5 中ボルト2-M16  A.B 2-M16(L=320) B.PL-12x150x300

運搬できる範囲は、溶接とする。

運搬できる範囲は、溶接とする。

ササラ桁 PL-250x12 GPL-9 HTB 2-M16

SM490

H-390x300x10x16

全断面

G2A

SM490

座屈止　V

軸組図参照。

1/30大梁リスト

小梁リスト 1/30

　Ｓ２４

令和　７ ２

A2:1/30　A3:1/42.42

A2
:1
/
30

A3
:1
/
42
.4
2

増
築
・

改
修
：
大

梁
･小

梁
リ
ス
ト

・

【
発

電
所

】

【発電所】

胆沢第二発電所建屋増築工事



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

現代建築
現代建築研究所株

代表取締役 及 川 信 勝

（ ） １ 級 建 築 士 登 録 建 設 大 臣 第 1 1 0 6 2 3 号

ＴＥＬ 01 97( 24 )12 44．ＦＡＸ (24) 57 82
岩 手 県 奥州 市 水 沢 羽 田町 字 下 屋 敷１ ３ － ２

湊　正 臣一級建築士事務所　湊　設　計構造設計一級建築士第6051号一級建築士登録第173126号構造設計

及
川湊湊

増築・改修：鉄骨詳細図

２２

Y1 X2

RF

3FL

G4 BH-1,250x400x16x28

45度

B5 H-200x100x5.5x8

B6 H-400x200x8x13

端部ハンチBH-1,250x500x16x28

ホイスト受けＩビーム I-450x175x11x20

ホイスト受けＩビーム I-450x175x11x20

4x2PL-9x140x290

HTB 4x8-M20

4x2PL-9x140x290

HTB 4x8-M20

PL-16

PL-16

PL-16

PL-16

PL-16

PL-16

PL-16

2L-75x75x9

GPL-16 HTB 5-M20

PL-9

PL-32

C1 □-550x550x25

PL-12 HTB 3-M20

PL-36

PL-36

通り芯 胴縁芯 庇仕上げ面

PL-4.5 2-M16

PL-4.5 2-M16

PL-4.5 1-M16

垂木 C-100x50x20x3.2@606
100

2

母屋 C-100x50x20x3.2@606

C-100x50x20x2.3

厚いものにより決定する。

梁・柱、母材肉厚 ダイアフラム厚

2
5

25

25

裏当て
25

ダイアフラム

内ダイアフラム

25 内ダイアフラム

25

2525

＊ダイアフラム厚は、そのプレートに当たる母材の内、最も

柱、梁仕口

PL- 7～10

PL-11～14

PL-15～17

PL-18～20

PL-21～23

PL-24～26

PL-27～28

PL-16

PL-19

PL-25

PL-28

PL-32

PL-36

PL-22

＊ダイアフラム材種は、SN490Cとする。

　Ｓ２４

一級建築士事務所宮城県知事登録22910142号

令和　７ ２
１級建築士事務所登録岩手県知事第く（2803）557号

【
発

電
所

】

【発電所】

　　　　胆沢第二発電所建屋増築工事設計図

A2:1/20　A3:1/28.28

A2
:1
/
20

A3
:1
/
28
.2
8

増
築
・

改
修
：
鉄

骨
詳
細
図

　
･

2,487.5 2,487.5

3,
4
80

400337.5 62.5

400

40 40

4
0

4
0

6
0

2
90

24
5

10
2
4
5

140

60

6
0
1040

40

400

40 40

4
0

4
0

6
0

2
90

24
5

10
2
4
5

140

60

6
0
1040

40

81

40
60

60 40

60

60

3
1
3

572

4
0

6
0

60
60

6
0

6
0

6
0

6
0

4
0

98
0

40 60 60 40 60 60

650

6
0

6
0

6
0

6
0

6
0

60
60

6
0

60 60 40
10

60 60 40

900 325 225

4
5
0

5
00

1
,2
5
0

200 200

4
0
90

9
0
4
0

401040

606 606

10 60
4040

4040
60

600 300 400



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

　Ｓ２４ ２３

増築・改修：地質柱状図

増
築
・
改
修

：
地
質
柱

状
図
　
・

　

【
発

電
所

】

【発電所】

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和　７ ２

B-4
T.P.169.25m
Dep.=35.14m

B-5
T.P.169.24m
Dep.=9.08m

調査位置平面図(S=1:200)

B-1  （孔番）

T.P.+ (地盤高)
Dep.= (掘進長)

〔平面図凡例〕

ボーリング位置

断　面　線A    A'

3T.1

169.37
169.19

168.86

169.25

169.25

168.69
169.25

169.03

169.25

168.52

168.45
168.76

168.43

169.24

169.06

温度計

積雪標

警報機

U300×240

現
U
3
00
×
15
0

U350×
350

気象計

As

線
1

U350×350

G

G

G

G

修理工場

変圧器油入

放
流
随
道

NO.7+6.040

EP(NO.7+17.398)
E'



特 記 及 訂 正 事 項

縮    尺

図面内容

年 月 日

枚枚の内

作成年月日

設計図番号

設計図整理番号第　  　  　  　号

認当 承図 担計 製設

構造設計

E.L.170.000

E.L.174.700

E.L.169.000

E.L.174.700

ＣＢＡ１２３４

新設開口枠寸法800x2,000

新設開口枠寸法3,000x2,850

Ａ通り軸組図
２通り軸組図

既存開口部

乾式工法で閉塞

既存開口部

乾式工法で閉塞

斜線ハッチングは、壁筋を残してコンクリートだけ撤去する範囲を示す。

単線の鉄筋は、既存壁筋9φ@300千鳥を示す。

2-D13

1-D13

2-D13

接着系アンカー 接着系アンカー

接着系アンカー

2-D13

2-D13

2-D13

単線の鉄筋は、既存壁筋9φ@300千鳥を示す。

斜線ハッチングは、壁筋を残してコンクリートだけ撤去する範囲を示す。

壁厚150

壁厚150

CA4 CA3 CA2

RG5

RG8

CA2 CB2 CC2

増
築
・

改
修
：

40
0

5
,
10
0

4
,7
0
0

60
0

5,
7
0
0

10,000 3,500

5,500 4,500

16,000

6,000

1,875

RG2RG3

2
,1
0
0

52
5

5,600 3,100 1,300

4
00

2
,9
5
0

450450

4,170 900 430

450 130

400

4
00

82
5

1
,2
7
5

400

400

4
00

2
,
95
0

4
00

900

増築・改修：既存壁、新設開口部工事要領

　Ｓ２４ ２４【
発

電
所

】

【発電所】

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和　７ ２

A2:1/20　A3:1/28.28

A2
:1
/
20

A3
:1
/
28
.2
8

・
既

存
壁
､
新
設
開
口

部
工
事
要

領


